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平
成
18
年
度 

み
ん
な
の
予
算 

平
成
１８
年
度
予
算
は
、
総
額
２
０
２
億
５

４
４
２
万
円
。
旧
３
町
の
良
き
流
れ
を
「
継

承
」
し
、
時
代
認
識
と
行
財
政
改
革
を
視

野
に
入
れ
た
「
変
革
」
を
目
指
す
。
 

多
可
町
の
創
生
が
こ
こ
か
ら
始
ま
る
。
 

学校給食事業特別会計 
２億4,934万円 

介護保険特別会計 
17億6,882万円 

老人保健特別会計 
25億3,480万円 

国民健康保険特別会計 
21億1,565万円 

一般会計　115億1,677万円 

診療所事業特別会計 
１億6,568万円 

住宅資金貸付事業特別会計 
1,457万円 

財産区特別会計 
513万円 

宅地造成特別会 
3,745万円 

下水道事業特別会計 
12億7,344万円 

簡易水道事業特別会計 
２億3,935万円 

水道事業特別会計 
３億3,342万円 

クローズアップ 町政 
 



３ 

用語 解説  

●町　　税　 
町民税や固定資産税など 

●繰 入 金 
財政調整基金繰入金など 

●地方交付税 
町の財政力などに応じて国か
ら交付されたお金 

●町　　債 
大きな事業を行うために国や
金融機関などから借り入れた
お金 

●国庫支出金 
特定の目的のために国から交
付されたお金 

●県支出金 
特定の目的のために県から交
付されたお金 

歳 入  

一 般 会 計 
国または地方公共団体におい
て一般の歳入・歳出を総合的
に経理する会計。 

特 別 会 計 
一般会計とは別に、特別の経
理を行うための会計。国は特
定の事業を行う場合、特定の
資金を保有してその運用を行
う場合、特定の歳入を特定の
歳出に充てる場合に限り、法
律により設置する。地方公共
団体は、条例でこれを設置す
ることができる。

一
般
会
計 

歳
入 

　
町
に
入
っ
て
く
る
お
金
は
、

「
自
主
財
源
」
と
「
依
存
財
源
」

に
区
別
で
き
ま
す
。
自
主
財

源
と
は
、
町
が
自
主
的
に
収

入
し
う
る
財
源
を
い
い
ま
す
。

例
え
ば
、
町
税
、
使
用
料
、

手
数
料
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

依
存
財
源
と
は
、
国
庫
支
出

金
の
よ
う
に
国
や
県
の
意
志

に
よ
り
定
め
ら
れ
た
額
を
交

付
さ
れ
た
り
、
割
り
当
て
ら

れ
た
り
す
る
収
入
の
こ
と
で
す
。
 

　
自
主
財
源
で
一
番
多
い
の
は
、

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ

く
町
税
で
、
全
体
の
１６
％
を

占
め
ま
す
。
そ
の
他
、
繰
入

金
や
寄
附
金
、
手
数
料
、
分

担
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
 

　
依
存
財
源
で
は
、
地
方
交

付
税
が
全
体
の
３８
％
を
占
め

ま
す
。
他
に
は
、
町
債
、
国

庫
支
出
金
、
県
支
出
金
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
 

町
税
が
全
体
の
16
％
 

1
人
あ
た
り
納
め
て
い
た
だ
く
町
税
 

7
4
，3
9
4
円（
1
月
1
日
現
在
）
 

町税（16％） 
18億7,295万円 

　繰入金（10％） 
11億2,540万円 

諸収入（３％） 
３億2,880万円 

使用料・手数料（３％） 
３億2,232万円 

分担金・負担金（１％） 
１億3,756万円 

地方交付税（38％） 
43億9,000万円 

　町債（10％） 
11億4,270万円 

国庫支出金（４％） 
４億1,942万円 

地方贈与税（３％） 
３億8,200万円 

地方消費税交付金 
（２％）２億1,000万円 

その他（３％） 
３億5,869万円 

県支出金（７％） 
８億2,689万円 自 

依 主 

存 財 

財 
源 

源 
 33 
％ 

 67％ 
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一
般
会
計 

歳
出 

用語解説  

●民 生 費 
生活保護や児童・高齢者福祉
などの経費 

●総 務 費 
町の全般的な管理事務経費 

●公 債 費 
過去の借入金の返済金 

●教 育 費 
小・中学校の運営や社会教育
などの経費 

●土 木 費 
道路・町営住宅整備などの経
費 

●農林水産業費 
農林業や水産業の振興などの
経費 

●衛 生 費 
衛生的な生活環境を守るため
の経費 

●消 防 費 
消防・救急業務や災害対策経
費 

●議 会 費 
議会の活動にかかる経費 

●商工費 
商工業の振興や観光宣伝など
の経費 

●労 働 費 
労働者の生活安定や福利増進
事業を行うための経費 

歳 出  

　教育費（13％） 
15億0,724万円 

その他（９％） 
（消防費・議会費・ 
商工費・労働費・予備費） 

９億8,866万円 

目
的
別
で
は
民
生
費
が
ト
ッ
プ
 

続
い
て
総
務
費
、公
債
費
 

　
町
が
皆
さ
ん
の
た
め
に
使

う
お
金
で
一
番
多
い
の
は
民

生
費
で
、
全
体
の
２０ 
％
を
占

め
ま
す
。
民
生
費
は
、
乳
幼

児
や
母
子
福
祉
医
療
や
老
人

福
祉
・
障
害
者
福
祉
・
児
童

福
祉
・
介
護
保
険
や
国
民
健

康
保
険
・
老
人
保
健
な
ど
健

や
か
な
暮
ら
し
を
支
え
る
経

費
で
す
。
 

　
二
番
目
に
多
い
の
は
、
全

体
の
１５
％
を
占
め
る
総
務
費
。

こ
れ
は
、
多
可
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
運
行
な
ど
の
地

域
交
通
対
策
・
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
の
情
報

シ
ス
テ
ム
・
む
ら
づ
く
り
支

援
経
費
な
ど
で
す
。
 

　
三
番
目
に
多
い
の
は
、
町

の
借
入
金
を
返
還
す
る
公
債

費（
１４
％
）。
次
に
全
体
の
１３

％
を
占
め
る
教
育
費
。
こ
れ
は
、

小
・
中
学
校
、
公
民
館
な
ど

の
維
持
管
理
、
の
じ
ぎ
く
兵

庫
国
体
の
推
進
な
ど
の
経
費

で
す
。
児
童
生
徒
の
安
全
・

安
心
対
策
と
し
て
、
「
見
守

り
お
じ
さ
ん
」
の
配
置
や
地

域
に
よ
る
防
犯
活
動
に
も
取

り
組
み
ま
す
。
 

　
全
体
の
１２
％
を
占
め
る
土

木
費（
八
千
代
区
野
口
団
地
、

中
区
奥
中
団
地
建
替
、
氷
上

加
美
線
整
備
な
ど
）、
中
山
間

地
域
総
合
整
備
や
新
山
村
振

興
な
ど
の
農
林
水
産
業

費（
１０
％
）な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。
健
診
や
予

防
接
種
な
ど
の
衛
生
費

は
７
％
で
す
。
 

 

 

クローズアップ 町政 
 

民生費（20％） 
22億2,762万円 

　総務費（15％） 
17億7,039万円 

　公債費（14％） 
16億0,710万円 

　土木費（12％） 
13億9,487万円 

　 農林水産業費 
　　（10％） 
11億7,652万円 

　　衛生費 
　　（７％） 
８億4,437万円 



５ 

民 生 費　22億2,762万円 

●保育所関係経費（保育措置・延長保
育などの助成） 

　２億３,３６５万円 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●児童手当 

２億０,４７６万円 
　対象が、従来の小学３年生までから小
学６年生までに拡大。 

●障害者医療助成　　    ７,３８３万円 

●国民健康保険・老人保健・介護      
　保険助成（特別会計繰出金） 

６億６,９３４万円 
●いきいき住宅助成事業 

５００万円 
●自立支援給付事業 

１億３,９２６万円 
 
　４月から障害者
自立支援法がスタ
ートしました。障
害者福祉サービス
を「介護給付」と
「訓練等給付」に
編成して、新しい
事業を実施。 

 
 
●福祉タクシー券利用助成 

８４０万円 
 

総 務 費　17億7,039万円 
●青色防犯灯試験導入事業 

１００万円 

●コミュニティバス運行事業 
　１億０,５１２万円 

 
 
 

●ＣＡＴＶ運営事業 
　５,０４８万円 

 
 
 
 
 
 
●むらづくり活動助成 

２,０００万円 
 
 
 
 
 
 
●都市農村交流イベント助成 

　２９０万円 
●多可町誕生記念事業 

２１０万円 
　多可町の誕生を祝い、５月２８日（日）に
ベルディーホールで住民憲章の披露やま
ちづくり講演会を行います。 

●区長ファックス設置 
５１３万円 

　防災上の緊急連絡や行政連絡業務に活
用します。 

●総合計画策定 
８９５万円 

●公共交通対策検討業務委託料 
　４４３万円 

●地域情報化基本構想策定 
３３７万円 

●杉原紙年賀状コンクール 
６９万円 

 

消 防 費　　４億3,963万円 

 

 

 

 

 

●防災行政無線設計業務委託料 

　１,６３０万円 
●常備消防拠出負担金 

　２億９,３８７万円 
●防火服・消防器具購入 

３４６万円 

民
生
費
・
総
務
費
・
消
防
費
の
使
い
道
は 

こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

【
一
般
会
計
の
内
訳
】 



６ 

●見守りおじさん 
５３９万円 

●学校園コミュニティサポート推進
　事業 

９０万円 
 
土 木 費　　13億9,487万円 

●道路網の整備 
　（豊部熊野部線、氷上加美線など） 

２億６,２８４万円 
●住宅簡易耐震診断 

６３万円 
●がけ地近接等危険移転 

４３０万円 
●町営住宅建替事業 
　（奥中団地・野口団地） 

５億７,７４９万円 
　人口の定着、少子高齢化の抑制、まち
の活性化を促進するため、２４戸の住宅
を建設します。 
 
 
 
 
 
 
 
●生活排水処理対策（公共下水道分） 

３億０,９７１万円 
 

農林水産業費 11億7,652万円 
●新山村振興農林漁業対策事業 

　１億７,３７９万円 
 
 
 
 
 
 

 

●中山間地域総合整備事業 
　２億５,０７３万円 

●水田農業構造改革対策事業補助金 
　１,１２０万円 

●有害鳥獣防除事業 
　１,４３８万円 

●風倒木緊急処理事業、風倒木搬出
　集積促進事業 

　１億３,１３０万円 
 

教 育 費　　15億0,724万円 

●のじぎく兵庫国民体育大会の開催 
６,０９９万円 

　平成１８年に兵庫県で開催される「第６１
回国民体育大会」では、１０月１日～４日
まで、アスパルで「成年女子６人制バレ
ーボール」が行われます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

●図書館用図書購入 
１,２００万円 

●文化会館自主事業特別助成 
　（合併記念） 

　２００万円 
●文化会館自主事業 

　１,８００万円 
　地域やホールの特色を生かした自主公演
事業を年間約１０回行います。 
　また、合併記念事業として、多可の子ど
もたちによる創作子どもオペラ「多可のあまん
じゃこ」を手作りで行います。 

●おじいちゃん・おばあちゃんの児
　童画展 

２６３万円 
●ふるさとの夏まつり事業 
　（８月15日実施予定） 

７３８万円 
●翠明湖マラソンの開催  

３００万円 
●子どもの安全・安心地域支援ネッ
　トワーク推進事業 

２６５万円 
　見守りおじさんの拡充と「子どもの安
全・安心地域支援ネットワーク推進事業」
や「学校園コミュニティサポート事業」で子ど
もたちの安全を地域でサポートする体制
を作っていきます。 

 
 

教
育
費
・
土
木
費
・
農
林
水
産
業
費
の 

使
い
道
は
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

【
一
般
会
計
の
内
訳
】 

クローズアップ 町政 
 



７ 

町
長
が
語
る 

予
算
の
話 

旧
３
町
の
良
い
と
こ
ろ
の「
継
承
」と 

行
財
政
改
革
を
含
む「
変
革
」が
、 

今
年
度
予
算
の
ポ
イ
ン
ト
。 

　
旧
町
の
良
い
と
こ
ろ
は
継

承
し
、
変
え
な
い
と
い
け
な

い
と
こ
ろ
は
変
革
す
る
と
い

う
こ
と
を
基
本
と
し
ま
し
た
。 

　
合
併
に
よ
っ
て
誕
生
し
た

他
の
自
治
体
を
見
る
と
、
多

く
の
要
望
に
応
え
過
ぎ
、
初

年
度
の
予
算
が
膨
ら
み
過
ぎ

た
事
例
が
い
く
つ
か
見
ら
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
が

財
政
を
圧
迫
す
る
結
果
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。 

　
そ
の
た
め
、
多
可
町
で
は

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
、
今
年
度
予
算
は
、
昨

年
度
の
３
町
そ
れ
ぞ
れ
の
予

算
の
合
計
よ
り
も
少
な
く
し

ま
し
た（
一
般
会
計
は
前
年
度

比
４
億
４
，７
７
７
万
円
減
）。 

合
併
に
よ
り
削
減
し
た

人
件
費
を
事
業
に 

　
合
併
に
よ
っ
て
減
っ
た
人

件
費
は
総
額
２
億
３
，７
３
５

万
円
で
す
。
町
会
議
員
関
係

で
７
，６
８
４
万
円
、
特
別
職

の
関
係
で
１
億
０
，９
７
７
万

円
、
職
員
関
係
で
３
，２
８
８

万
円
が
そ
れ
ぞ
れ
削
減
で
き

ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
、
職
員
の
調
整
手

当
を
廃
止
し
、
約
６
，５
０
０

万
円
を
削
減
し
ま
す
。 

一
般
会
計
で
は
３
つ
の

ポ
イ
ン
ト
に
重
点 

　
一
般
会
計
を
組
む
に
あ
た
り
、

次
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
重 

点
を
置
き
ま
し
た
。
①「
心
の

合
併
」の
推
進
、
②
安
全
・
安

心
の
具
現
化
、
③
魅
力
あ
る

地
域
の
連
環
で
す
。 

　
①
に
お
い
て
金
額
的
に
大

き
な
事
業
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
で
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
で
住
民
皆
さ
ん
の
要
望

を
聞
き
、
し
っ
か
り
し
た
計

画
を
立
て
た
上
で
新
ル
ー
ト

で
の
運
行
を
や
っ
て
い
き
ま
す
。

国
交
省
に
申
請
を
出
し
、
認

可
を
得
る
ま
で
３
カ
月
か
か

る
た
め
、
１１
月
運
行
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。 

　
②
で
は
、
防
災
行
政
無
線

の
整
備
。
こ
れ
に
は
合
併
特

例
債
を
充
て
ま
す
。
２
カ
年

計
画
な
の
で
、
整
備
の
完
了

は
来
年
７
月
ご
ろ
に
な
る
予

定
で
す
。 

　
③
で
は
、「
む
ら
づ
く
り
活

動
」の
支
援
。
集
落
の
前
向
き

な
活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。 

　
こ
れ
以
外
に
、
今
年
度
は

町
の
方
向
性
を
決
め
る
年
度
。

総
合
計
画
な
ど
各
種
計
画
を

策
定
し
ま
す
。
ま
た
、
子
育

て
支
援
策
と
し
て
、
第
３
子

以
降
の
保
育
料
減
免
な
ど
も

行
い
ま
す
。 

社
会
的
に
弱
い
立
場
の

人
へ
の
配
慮
も
忘
れ
ず 

　
高
齢
者
が
増
加
し
、
老
人

保
健
と
介
護
保
険
の
特
別
会

計
が
増
額
。
介
護
保
険
料
の

個
人
負
担
も
増
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
介
護
保
険
料
の
増

額
を
考
え
合
わ
せ
、
国
民
健

康
保
険
料
を
減
額
、
上
下
水

道
料
金
の
減
免
な
ど
を
行
い
、

社
会
的
に
弱
い
立
場
の
人
へ

の
配
慮
も
し
て
い
ま
す
。 

大
き
な
魅
力
の
合
併 

　
こ
の
合
併
は
小
さ
な
も
の

だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
予
算
を
編
成
す
る
に 

あ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
が

持
っ
て
い
た
大
き
な
魅
力
の

合
併
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
づ

か
さ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
名
の
如
く
、
多
く
の

可
能
性
を
秘
め
た
ま
ち
「
多

可
町
」
。
こ
の
１８
年
度
予
算

で
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
。 

 



議
会
事
務
局
 

議 会 

 

助役　東田耕造 

町長　戸田善規 

（
嘱
）
‥
嘱
託
 

職
員
の
異
動
 

局
　
長
　
岡
田
　
孝
 

宮
崎
　
信
子
 

伊
藤
加
奈
子
 

防
　
災
　
監
 

防
災
監
　
門
脇
　
教
蔵
 

竹
内
　
勇
雄
 

宮
崎
　
公
善
 

総
　
務
　
課
 

課
　
長
　
赤
沼
　
守
 

（
財
政
主
任
） 

　
　
　
小
野
　
博
史
 

松
田
　
里
美
 

土
田
　
五
郎
 

嶋
田
　
真
悟
 

経
営
改
善
対
策
室
 

多
方
　
初
 

吉
田
 
恵
子
 

櫻
本
　
和
久
 

企
画
情
報
課
 

課
　
長
　
小
牧
 
建
博
 

（
企
画
） 
副
田
　
龍
次
 

 （情
報
） 
神
田
　
昌
和
 

今
中
 
孝
介
 

翁
田
 
友
子
 

藤
原
 
正
和
 

奥
村
　
祐
司
 

板
倉
　
隆
善
 

ま
ち
づ
く
り
推
進
室
 

室
　
長
 
大
山
　
高
弘
 

杉
浦
 
由
美
 

新
田
　
順
子
 

新
生
活
創
造
室
 

室
　
長
 
中
西
麻
理
子
 

西
川
　
陽
子
 

か
み
テ
レ
ビ
局
 

局
　
長
 
戸
田
　
敏
博
 

生
田
　
恵
子
 

杉
原
　
延
宏
　
 

杉
原
紙
研
究
所
 

所
長
 
井
上
 
正
康（
嘱
） 

藤
田
　
尚
志
 

足
立
　
良
子（
嘱
） 

税
　
務
　
課
 

課
　
長
　
山
口
　
昌
平
 

三
村
 
秀
夫
 

岩
田
 
通
宏
 

小
林
 
光
代
 

足
立
貴
美
代
 

梅
田
　
一
志
 

定
本
　
直
也
 

 

収
納
対
策
室
 

室
　
長
　
松
本
 
茂
彰
 

副
室
長
　
堀
口
 
善
弘
 

　
　
　
　
笹
原
 
隆
延
 

横
山
 
鉄
郎
 

小
林
 
英
喜
 

永
井
 
浩
喜
 

住
民
生
活
課
 

課
　
長
　
門
脇
　
奨
 

板
倉
 
一
仁
 

藤
井
 
敏
明
 

小
牧
　
泉
 

金
高
 
竜
幸
 

土
田
 
千
春
 

藤
本
　
貴
久
 

藤
本
　
志
織
 

檜
本
　
一
郎
 

健
康
福
祉
課
 

課
　
長
　
安
田
　
昇
司
 

安
達
　
健
 

今
中
　
均
 

森
　
貴
美
代
 

 

山
尾
　
清
 

副
田
 
智
子（
保
健
師
） 

小
西
小
由
美
 

福
井
 
一
美（
保
健
師
） 

藤
本
 
圭
介
 

石
井
　
美
子
 

森
脇
　
伴
行
 

藤
本
　
恵
　（
保
健
師
） 

藤
本
　
潤
也
 

吉
川
　
成
悟
 

 

地
域
包
括
 

　
　
支
援
セ
ン
タ
ー
 

所
長
 
道
上
俊
高（
兼
務)

　
 
副
所
長
　
松
田
 
政
明
 

副
所
長
　
桑
村
安
佳
美（
保
健
師
） 

足
立
　
敦
子（
看
護
師
） 

大
江
美
和
子（
社
会
福
祉
主
事
） 

岸
本
　
将
人
 

吉
田
知
佳
巳
 
安
藤
　
純
一

遠
藤
　
歩
美
 

大
江
　
亜
希
 

橋
本
　
行
広
 

近
藤
　
栄
樹
 

野
田
　
友
美
 

岡
本
　
竜
弥
 

宮
崎
　
雅
代
 

神
月
　
美
帆
 
足
立
　
賢
葵
 

桑
村
　
政
志
 

佐
藤
さ
か
え（
保
健
師
） 

藤
村
　
和
代（
栄
養
士
） 

 

室
　
長
 
吉
田
　
一
四
 

時
政
　
毅
 

藤
原
　
徹
 

足
立
　
浩
司
 

青
位
　
律
 

上
郡
恵
美
子（
嘱
） 

橋
詰
　
弥
生（
嘱
） 

技監　三木自行 

高
見
　
純
子（
社
会
福
祉
士
） 

細
田
　
寿
得（
看
護
師
・
嘱
） 

◆
退
　
職
（
３
月
31
日
付
） 

藤
賀
　
周
市（
住
民
生
活
課
長
） 

田
島
　
等
　（
総
務
課
主
幹
） 

◆
異
　
動
（
４
月
１
日
付
） 

玉
水
　
和
博
　
 

　
多
可
町
技
監
か
ら
 

　
兵
庫
県
県
土
整
備
部
へ
 

【
多
可
町
役
場
】 

代
　
表 

企
画
情
報
課 

総
務
課 

住
民
生
活
課 

税
務
課 

産
業
振
興
課 

会
計
課 

議
会
事
務
局 

防
災
監 

【
ア
ス
パ
ル
】 

健
康
福
祉
課 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

 

子
ど
も
課 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ・
国
体
推
進
室 

 【
建
設
・
上
下
水
道
課
】 

建
設
課 

上
下
水
道
課 

【
地
域
局
】 

加
美
地
域
局 

八
千
代
地
域
局 

 

1（
３２
）２
３
８
０ 

1（
３２
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３
８
１ 
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1（
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）２
３
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３ 

1（
３２
）２
３
８
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３
８
８ 

1（
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３
８
９ 

1（
３２
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７
７
５ 

1（
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７
７
７  

1（
３２
）５
１
５
１ 

 

1（
３０
）２
５
２
５ 

1（
３２
）５
１
２
１ 

 

1（
３２
）５
１
２
２  

1（
３０
）０
８
５
５ 

1（
３２
）２
８
１
５  

1（
３５
）０
０
８
０ 

1（
３７
）０
２
５
０ 

竹
内
　
克
企
 

神
崎
　
貴
則
 

各
課
へ
の
直
通
番
号
 

※ 

課
長
級
 

副
課
長
級
 

課
長
補
佐
級
 

一
般
職
 

平成18年度町職員配置 
（町長部局等） 

８ 



 

児童館・放課後児童クラブ 
子育て学習センター 

子
ど
も
課
 

課
　
長
　
小
幡
　
久
子
 

石
塚
美
恵
子
 

梅
田
　
貞
 

大
地
あ
お
い（
保
健
師
） 

野
崎
　
明
子（
保
健
師
） 

小
塩
　
由
美（
栄
養
士
） 

きた保育所 みなみ保育所 

産
業
振
興
課
 

課
　
長
　
寺
井
　
利
一
　
 

渡
邊
 
啓
三
 

今
中
　
明
　
 

多
方
 
光
宏
 

原
 
 
寛
 

遠
藤
　
博
 

杉
原
　
正
 

笹
倉
　
尚
美
 

横
山
　
卓
弘
 

山
下
　
新
吾
 

企
業
立
地
室
 

室
　
長
　
藤
中
　
薫
　
 

地
籍
調
査
室
 

室
　
長
　
大
豊
　
幸
広
 

松
本
　
大
介
 

建
　
設
　
課
 

課
　
長
　
工
古
田
隆
夫
 

藤
本
　
喜
蔵
 

竹
本
 
早
苗
 

藤
本
　
巧
　
 

藤
原
 
照
明
 

伊
藤
　
淳
也
 

谷
尾
　
諭
 

蔵
本
　
栄
伸
 

上
下
水
道
課
 

課
　
長
　
笹
倉
　
規
生
 

三
村
　
有
司
 

門
脇
 
靖
彦
 

徳
岡
伊
津
美
 

山
尾
　
勝
 

梅
田
　
康
宏
 

藤
本
　
典
久
 

窪
田
　
敏
弘
 

藤
井
　
裕
 

加
美
地
域
局
 

局
　
長
　
木
原
 
喜
晴
 

石
井
 
宏
幸
 

池
田
 
重
喜
 

由
利
 
政
文
 

藤
原
　
満
 
 

高
田
 
茂
幸
 

藤
本
千
恵
美（
保
健
師
） 

八
千
代
地
域
局
 

局
　
長
 
牧
浦
 
良
昭
 

足
立
　
壽
　
 

内
橋
　
茂
　
 

秋
田
 
喜
広
 

杉
本
　
薫
 

荻
野
 
勝
久
 

勝
岡
 
由
美（
保
健
師
） 

課
　
長
 
廣
畑
 
雅
弘
 

藤
中
 
和
子
 

藤
原
 
幸
子
 

会
　
計
　
課
 

佐
藤
　
友
美
 

塩
見
可
奈
子
 

池
田
　
弘
典
 

北
藤
　
一
満
 

有
田
　
周
子
 

（
※
）行
政
事
務
組
合
派
遣
 

岩
本
　
広
生
 

津
田
　
和
明
 

田
中
　
研
三
 

芝
　
和
征
 

 大
矢
　
和
人
 （☆
）県
土
木
派
遣
 

釜
谷
　
道
男
 

藤
本
　
政
美
 
丸
岡
邦
仁
清
 

届
木
　
豊
和
 

吉
井
　
三
博
 

藤
田
　
寿
彦
 

池
田
　
公
平
 

今
中
　
大
祐
 

高
橋
　
敏
 

岡
田
　
篤
史
 

梅
田
　
智
里
 

藤
田
　
賢
嗣
 

山
本
　
聡
 

足
立
　
由
紀（
保
健
師
） 

翁
田
　
拓
樹
 

石
塚
　
英
樹
 

宮
崎
　
恵
美
 

足
立
 
浩
一
 

市
位
 
孝
好
 

吉
位
 
隆
宏
 
中
里
 
尚
子
 

細
田
 
和
資
 

小
西
 
謙
二
 
遠
藤
 
任
紀
 

山
本
 
茂
弘
 

宮
内
 
由
実
 

大
杉
 
和
則
 

小
林
多
紀
子
 

常
見
 
昌
代
 

梅
田
 
浩
史
 

キッズランド保育園部 

植
山
　
仁
 

小
西
　
邦
佳
 
藤
原
　
一
浩
 

今
中
ひ
と
み
 
嶋
田
 
美
保
 

所
　
長
　
　
益
田
　
勝
義
 

園
　
長
　
　
多
方
由
紀
美（
保
育
士
） 

　
　
　
　
小
西
　
幸
子（
保
育
士
） 

　
　
　
　
西
山
　
京
子（
保
育
士
） 

　
　
　
　
宮
崎
み
き
子（
保
育
士
） 

　
　
　
　
尾
芝
　
　
美（
保
育
士
） 

　
　
　
　
川
嶋
か
お
り（
保
育
士
） 

　
　
　
　
畑
中
　
美
穂
 

　
　
　
　
吉
川
由
佳
子（
保
育
士
・
嘱
） 

　
　
　
　
景
山
美
智
子（
調
理
師
・
嘱
） 

所
　
長
　
　
石
塚
　
律
子（
保
育
士
） 

　
　
　
　
辻
本
　
芳
子（
保
育
士
） 

　
　
　
　
萬
浪
　
久
恵（
保
育
士
） 

　
　
　
　
今
中
　
里
美（
保
育
士
） 

　
　
　
　
越
智
　
佳
世（
保
育
士
・
嘱
） 

　
　
　
　
宮
崎
　
佳
織（
保
育
士
・
嘱
） 

　
　
　
　
堀
口
　
未
咲（
保
育
士
・
嘱
） 

　
　
　
　
山
口
や
す
よ（
保
育
士
・
嘱
） 

　
　
　
　
小
林
　
由
美（
調
理
師
・
嘱
） 

所
　
長
　
　
宮
崎
　
生
野（
保
育
士
） 

　
　
　
　
西
田
　
葉
子（
保
育
士
） 

　
　
　
　
木
俣
美
代
子（
保
育
士
） 

　
　
　
　
山
口
　
文
枝（
保
育
士
） 

　
　
　
　
中
野
　
琴
美（
保
育
士
） 

　
　
　
　
足
立
美
枝
子（
調
理
師
） 

　
　
　
　
足
立
　
公
子（
保
育
士
・
嘱
） 

　
　
　
　
酒
井
　
麻
美（
保
育
士
・
嘱
） 

　
　
　
　
吉
田
真
利
子（
保
育
士
・
嘱
） 

　
　
　
　
藤
井
　
康
未（
保
育
士
・
嘱
） 

　
　
　
　
藤
原
　
恭
平（
保
育
士
・
嘱
） 

　
　
　
　
皆
越
真
佐
美（
保
育
士
・
嘱
） 

松
井
庄
診
療
所
 

杉
原
谷
診
療
所
 

八
千
代
診
療
所
 

所
長
　
道
上
　
俊
高（
医
師
） 

所
長
　
戸
田
　
忠
一（
医
師
） 

所
長
　
冨
田
　
誠
人（
医
師
） 

事
務
長
　
吉
田
　
智
司
 

事
務
長
　
藤
村
　
芳
昭
 

藤
村
　
明
美（
看
護
師
） 

早
川
　
容
子（
看
護
師
） 

田
正
司
 
栄（
看
護
師
） 

内
藤
　
弘
美（
看
護
師
） 

中
児
童
館
 

中
北
学
童
保
育
 

中
南
学
童
保
育
 

み
な
み
児
童
館
 

   杉
っ
子
会
館
 

子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
 

 

大
西
　
純
子（
嘱
） 

高
永
　
千
絵（
嘱
） 

久
保
　
昌
美（
嘱
）  

館
長
　
吉
田
　
俊
男（
嘱
） 

東
野
由
美
子（
嘱
） 

辻
井
　
千
代（
嘱
） 

永
井
あ
ゆ
み（
嘱
） 

高
木
　
匡
代（
嘱
） 

桑
室
　
朋
美（
嘱
） 

石
塚
　
郁
　（
嘱
） 

松
本
　
静
 

内
藤
　
実
紀
 

　
保
育
所（
き
た
、み
な
み
、キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
）、児
童
館
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
（
下
表
参
照
） 

※ 

※ 

☆ 

☆ 

☆ 

収入役は助役兼掌 

（
加
美
区
担
当
） 

（
八
千
代
区
担
当
） 

（
※
）行
政
事
務
組
合
派
遣
 

９ 



教育長　小林紀之 平成18年度町職員配置 
（教育委員会部局） 

管
　
理
　
課
 

課
 
長
 
有
田
　
繁
夫
 

草
別
　
義
雄
 

松
田
　
敏
　
 

太
田
理
映
子
 

那
珂
ふ
れ
あ
い
館
 

館
 
長
 
内
橋
　
志
郎
 

宮
原
　
文
隆
 

安
平
　
勝
利
 

吉
田
美
千
留
 

青
年
の
家
・
温
水
プ
ー
ル
 

施
設
長
 
伊
藤
　
聡
　
 

寺
尾
　
孝
誠
 

小
林
　
弥
生
 

 

中
給
食
セ
ン
タ
ー
 

所
長
 
采
女
美
津
子（
嘱
） 

加
美
給
食
セ
ン
タ
ー
 

所
長
 
畑
中
　
俊
裕
 

八
千
代
給
食
セ
ン
タ
ー
 

所
長
 
杉
本
　
致
良
 

教
　
育
　
課
 

課
 
長
 
徳
平
　
信
幸
 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
室
 

室
 
長
 
萬
浪
　
佳
隆
 

安
平
　
憲
正
 

人
権
教
育
推
進
室
 

室
 
長
 
時
政
　
久
雄
 

小
西
　
貴
士
 

国
体
推
進
室
 

室
 
長
 
杉
浦
　
克
也
 

藤
原
　
英
子
 

浦
川
　
和
弘
 

図
 
書
 
館
 

館
 
長
 
安
田
　
一
司
 

副
館
長
 
徳
平
み
ゆ
き（
司
書
） 

藤
原
佐
代
子
 

吉
田
　
環
 

文

化

会

館

 

館
 
長
 
藤
浦
美
由
姫
 

副
館
長
　
橋
間
　
正
文
 

赤
松
　
康
正
 

藤
本
　
真
子
 

学
校
教
育
担
当
主
任
指
導
主
事
 

近
藤
　
文
好
 

藤
原
　
弓
子
 

玉
田
　
薫
 

中町幼稚園 

園
　
長
 
笹
倉
　
隆（
嘱
） 

副
園
長
 
伊
藤
　
久
代（
幼
稚
園
教
諭
） 

　
　
　
　
仲
埜
　
初
美（
幼
稚
園
教
諭
） 

　
　
　
　
仲
田
あ
つ
子（
幼
稚
園
教
諭
） 

　
　
　
　
北
藤
　
静
　（
幼
稚
園
教
諭
） 

　
　
　
　
橋
本
　
早
苗（
幼
稚
園
教
諭
） 

　
　
　
　
徳
平
　
多
恵（
幼
稚
園
教
諭
・
嘱
） 

　
　
　
　
奥
村
　
美
紀（
幼
稚
園
教
諭
・
嘱
） 

　
　
　
　
藤
本
　
康
子（
幼
稚
園
教
諭
・
嘱
） 

　
　
　
　
吉
田
　
珠
美（
幼
稚
園
教
諭
・
嘱
） 

松井幼稚園 

副
園
長
 
藤
原
三
枝
子（
幼
稚
園
教
諭
） 

　
　
　
　
窪
田
　
智
子（
幼
稚
園
教
諭
） 

　
　
　
　
笹
倉
　
祐
子（
幼
稚
園
教
諭
・
嘱
） 

　
　
　
　
園
田
　
民
子（
幼
稚
園
教
諭
・
嘱
） 

　
　
　
　
　
藤
井
　
香
苗（
幼
稚
園
教
諭
・
嘱
） 

杉原谷幼稚園 

吉
井
　
美
和（
幼
稚
園
教
諭
） 

中
山
智
香
子（
幼
稚
園
教
諭
） 

キッズランド幼稚園部 
 

所
　
長
 
益
田
　
勝
義（
再
掲
） 

園
　
長
　
青
山
　
真
澄（
幼
稚
園
教
諭
） 

　
　
　
　
秋
山
ま
す
み（
幼
稚
園
教
諭
） 

　
　
　
　
茶
本
　
亜
紀（
幼
稚
園
教
諭
） 

　
　
　
　
藤
田
　
貴
久（
幼
稚
園
教
諭
） 

　
　
　
　
笹
倉
　
彩
　（
幼
稚
園
教
諭
） 

　
　
　
　
青
山
味
希
子（
幼
稚
園
教
諭
・
嘱
） 

　
　
　
　
東
田
　
絢
　（
幼
稚
園
教
諭
・
嘱
） 

　
　
　
　
櫻
本
　
恭
子（
嘱
） 

学
校
校
務
員
 

山
口
　
千
晶（
杉
小
・
嘱
） 

岡
田
　
幸
子（
松
小
・
嘱
） 

宇
高
　
慶
子（
加
美
中
・
嘱
） 

松
田
千
鶴
代（
八
中
・
嘱
） 

宮
崎
　
初
美（
八
北
小
・
嘱
） 

安
平
　
由
美（
八
西
小
・
嘱
） 

森
野
し
げ
み（
八
南
小
・
嘱
） 

指
導
補
助
員
 

吉
川
貴
美
子（
中
南
小
・
嘱
） 

時
本
　
恵
子（
中
南
小
・
嘱
） 

今
中
　
晴
美（
松
井
小
・
嘱
） 

市
位
ふ
み
子（
八
南
小
・
嘱
） 

数
原
る
り
子（
八
南
小
・
嘱
） 

主
任
社
会
教
育
主
事
兼
公
民
館
長
 

松
本
　
寿
朗
 

高
見
　
隆
一
 

橋
本
　
衛（
派
遣
社
会
教
育
主
事
）　
 

笹
倉
　
敏
弘
 

伊
藤
　
竜
太
 

所
長
 
中
山
　
一
志（
嘱
） 

加
美
公
民
館
 

副
館
長
 
藤
本
　
弘
之
 

神
崎
　
進
吾（
派
遣
社
会
教
育
主
事
） 

藤
田
　
恵
子
 

八
千
代
公
民
館
 

副
館
長
　
足
立
い
つ
よ
 

足
立
　
徳
昭（
派
遣
社
会
教
育
主
事
） 

川
上
　
誠
司
 

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
 

杉
浦
ひ
ふ
み（
嘱
） 

前
川
恵
美
子（
嘱
） 

内
橋
　
好
美（
嘱
） 

伊
藤
　
真
一
 

遠
藤
　
宏
信
 

棚
倉
　
敏
貴（
調
理
師
・
嘱
） 

 

西
川
佐
千
子
 

山
本
美
千
代（
嘱
） 上

田
　
慎
吾
 

成
瀬
　
敦
 

丸
岡
　
洋
平
 

依
藤
　
啓
子
 

　
　
　
　（
司
書
） 

高
見
　
嘉
人
 

有
田
　
好
孝
 

定
本
　
達
子（
嘱
） 

松
原
さ
と
み（
嘱
） 

遠
藤
　
千
穂
 

細
田
　
薫（
嘱
） 

足
立
　
邦
子
 

高
橋
智
恵
美
 

幼
稚
園（
中
町
・
松
井
・
杉
原
谷
・
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
）、
学
校
校
務
員
、
指
導
補
助
員（
下
表
参
照
） 

【
中
央
公
民
館
】 

多
可
町
中
央
公
民
館 

教
育
委
員
会
管
理
課 

　
　
〃
　
　
教
育
課 

【
各
区
公
民
館
】 

加
美
公
民
館 

八
千
代
公
民
館 

 

1（
３２
）１
２
５
０ 

1（
３２
）２
３
８
４ 

1（
３２
）２
３
８
５  

1（
３５
）０
０
８
５ 

1（
３７
）０
５
９
６ 

大
江
　
由
美（
嘱
） 

小
林
　
美
穂（
嘱
） 

秋
田
由
貴
子
 

安
平
佳
代
子
 

玉
田
　
幸
美
 
安
平
　
裕
美
 

竹
本
由
美
子（
嘱
） 

土
田
　
博
美（
嘱
） 

木
原
　
逸
美（
調
理
師
・
嘱
） 

各
課
へ
の
直
通
番
号
 

徳
岡
　
幸
夫
 

課
長
級
 

副
課
長
級
 

課
長
補
佐
級
 

一
般
職
 

１０ 



先
生
の
異
動（
敬
称
略
） 

（
４
月
１
日
付
）
 

　
平
成
１８
年
度
の
中
分
署
・
駐
在
所
の

メ
ン
バ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。 

◆
中
分
署 

分
署
長
　
藤
浦
弥
宗
次 

　
消
防
第
１
係 

 

　
当
務
司
令
　
　
　
竹
本
　
康
男 

 

　
当
務
司
令
補
佐
　
森
脇
　
義
和 

 

　
主
　
任
　
　
　
　
三
村
　
浩
義 

 

　
主
　
任
　
　
　
　
大
西
　
広
光 

 

　
深
瀬
　
智
弘
　
　
藤
井
　
健 

 

　
栗
山
　
裕
喜 

 

消
防
第
２
係 

 

　
当
務
司
令
補
佐
　
内
橋
　
和
宏 

 

　
係
　
長
　
　
　
　
中
根
　
由
彦 

 

　
主
　
任
　
　
　
　
門
脇
多
加
士 

 

　
小
澤
　
秀
成
　
　
藤
田
　
浩
司 

 

　
杉
本
　
秀
之
　
　
山
崎
　
周
一 

◆
加
美
消
防
駐
在
所 

 

駐
在
所
長
　
　
　
西
田
　
藤
一 

 

主
　
査
　
　
　
　
宮
崎
　
武
志 

 

主
　
任
　
　
　
　
北
藤
　
慶
彦 

 

藤
井
　
光
哉
　
　
神
戸
　
克
仁 

◆
八
千
代
消
防
駐
在
所 

 

駐
在
所
長
　
　
　
高
瀬
　
正
雄 

 

主
　
査
　
　
　
　
和
久
井
正
人 

 

主
　
任
　
　
　
　
菅
野
　
敏
行 

 

遠
藤
太
香
博
　
　
片
浦
　
慎
一 

 

　
「
災
害
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

転
　
入 

【
中
学
校
】 

中
町
中
学
校 

教
　
頭
　
　
橋
本
　
佳
典（
八
千
代
中
） 

教
　
諭
　
　
長
谷
川
祐
子（
加
美
中
） 

教
　
諭
　
　
三
村
喜
佐
代（
加
美
中
） 

教
　
諭
　
　
荻
野
　
和
彦（
加
美
中
） 

教
　
諭
　
　
石
塚
　
優
　（
加
美
中
） 

教
　
諭
　
　
石
塚
　
昌
美（
新
採
用
） 

養
護
教
諭
　
板
倉
　
智
代（
八
千
代
南
小
） 

事
務
職
員
　
竹
内
智
恵
子（
中
町
南
小
） 

講
　
師
　
　
森
本
　
貴
仁（
臨
時
） 

講
　
師
　
　
山
田
　
晋
也（
臨
時
） 

加
美
中
学
校 

教
　
諭
　
　
植
野
　
和
子（
中
町
中
） 

教
　
諭
　
　
山
本
　
珠
美（
八
千
代
中
） 

教
　
諭
　
　
伊
藤
　
伸
哉（
八
千
代
中
） 

教
　
諭
　
　
松
田
　
尚
樹（
八
千
代
中
） 

養
護
教
諭
　
大
石
　
友
紀（
新
採
用
） 

学
校
栄
養
職
員  

米
田
　
裕
美（
新
採
用
） 

八
千
代
中
学
校 

教
　
頭
　
　
永
井
　
正
　（
八
千
代
中
） 

教
　
諭
　
　
野
崎
　
修
一（
中
町
中
） 

教
　
諭
　
　
関
　
　
直
樹（
中
町
中
） 

教
　
諭
　
　
吉
田
　
勇
二（
中
町
中
） 

教
　
諭
　
　
上
田
　
由
紀（
新
採
用
） 

【
小
学
校
】 

中
町
南
小
学
校 

教
　
頭
　
　
岸
原
　
章
　（
中
町
中
） 

教
　
諭
　
　
杉
原
　
裕
幸（
松
井
小
） 

教
　
諭
　
　
小
林
　
均
　（
杉
原
谷
小
） 

教
　
諭
　
　
白
石
千
恵
美（
八
千
代
北
小
） 

教
　
諭
　
　
大
久
保
め
ぐ
み（
津
山
市
） 

事
務
職
員
　
伊
藤
　
誠（
中
町
北
小
） 

講
　
師
　
　
後
藤
　
明
子（
臨
時
） 

講
　
師
　
　
加
古
　
美
穂（
臨
時
） 

養
護
教
諭
　
井
上
亜
寿
佳（
臨
時
） 

中
町
北
小
学
校 

校
　
長
　
　
丸
岡
　
重
夫（
中
町
南
小
） 

教
　
諭
　
　
遠
藤
　
政
子（
中
町
南
小
） 

教
　
諭
　
　
西
山
千
佳
子（
中
町
南
小
） 

教
　
諭
　
　
細
田
　
行
代（
中
町
南
小
） 

教
　
諭
　
　
田
畑
　
明
成（
杉
原
谷
小
） 

養
護
教
諭
　
篠
倉
登
志
子（
加
美
中
） 

事
務
職
員
　
大
西
　
一
郎（
松
井
小
） 

松
井
小
学
校 

教
　
諭
　
　
吉
田
　
壽
人（
八
千
代
西
小
） 

事
務
職
員
　
長
尾
　
保
治（
中
町
中
） 

講
　
師
　
　
大
江
　
淳
子（
臨
時
） 

杉
原
谷
小
学
校 

教
　
頭
　
　
松
田
　
徹 

　
　
　
　
　
　
　
（
西
脇
市
立
桜
丘
小
） 

教
　
諭
　
　
丸
山
　
正
明（
中
町
北
小
） 

教
　
諭
　
　
安
田
　
尚
功（
松
井
小
） 

教
　
諭
　
　
岸
本
　
愛
花（
枚
方
市
） 

養
護
教
諭
　
壷
井
　
万
記（
新
採
用
） 

八
千
代
南
小
学
校 

教
　
頭
　
　
吉
本
　
優
　
（
八
千
代
北
小
） 

教
　
諭
　
　
来
住
　
修
　（
中
町
南
小
） 

教
　
諭
　
　
浅
尾
　
篤
哉（
中
町
北
小
） 

養
護
教
諭
　
田
正
司
公
代 

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
西
脇
市
立
黒
田
庄
中
） 

講
　
師
　
　
片
山
　
寛
子（
臨
時
） 

八
千
代
北
小
学
校 

教
　
頭
　
　
横
山
　
裕
行
（
八
千
代
南
小
） 

教
　
諭
　
　
丸
山
真
由
美
（
八
千
代
南
小
） 

養
護
教
諭
　
足
立
富
美
子
（
杉
原
谷
小
） 

講
　
師
　
　
石
井
　
道
信
（
臨
時
） 

事
務
職
員
　
佐
藤
真
理
恵
（
臨
時
） 

八
千
代
西
小
学
校 

校
　
長
　
　
大
西
　
秀
夫 

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
加
東
市
立
三
草
小
） 

教
　
諭
　
　
高
田
　
一
正（
松
井
小
） 

教
　
諭
　
　
桝
田
　
裕
貴 

　
　
　
　
　
　
　（
明
石
市
立
大
久
保
南
小
） 

 

転
　
出 

中
町
北
小
学
校 

校
　
長
　
　
藤
原
　
功 

　
　
　
　
　（
西
脇
市
立
芳
田
小
へ
） 

養
護
教
諭
　
信
藤
　
由
華 

　
　
　
　
　（
姫
路
市
立
大
津
中
へ
） 

杉
原
谷
小
学
校 

教
　
頭
　
　
藤
原
　
敏
伸 

　
　
　
　
　（
西
脇
市
立
桜
丘
小
へ
） 

中
町
中
学
校 

教
　
諭
　
　
森
田
　
宣
子 

　
　
　
　
　（
小
野
市
立
小
野
養
護
学
校
へ
） 

養
護
教
諭
　
遠
藤
　
圭
子 

　
　
　
　
　（
西
脇
市
立
黒
田
庄
中
学
校
へ
） 

消
防
駐
在
所
の
メ
ン
バ
ー（
敬
称
略
） 

（
４
月
１
日
付
）
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１２ 

【
中
　
区
】 

会
　
長
　
吉
田
　
省
造
（
天
　
田
） 

副
会
長
　
定
本
　
　
清
（
坂
　
本
） 

代
　
表
　
吉
田
　
眞
一
（
田
野
口
） 

　
〃
　
　
西
田
　
義
孝
（
高
　
岸
） 

　
〃
　
　
宮
崎
　
正
幸
（
東
安
田
） 

【
加
美
区
】 

会
　
長
　
吉
田
　
俊
男
（
的
　
場
） 

副
会
長
　
永
井
　
良
昌
（
観
音
寺
） 

　
〃
　
　
安
田
　
利
幸
（
岩
座
神
） 

代
　
表
　
廣
畑
冨
次
郎
（
丹
　
治
） 

【
八
千
代
区
】 

会
　
長
　
有
田
　
昭
藏
（
中
野
間
） 

副
会
長
　
橋
尾
　
彰
望
（
中
三
原
） 

　
〃
　
　
岩
田
　
義
和
（
大
　
屋
） 

門
　
前
　
○
伊
藤
　
明
雄 

安
楽
田
　
○
志
水
　
恒
信 

東
　
山
　
○
松
浦
　
憲
司 

田
野
口
　
　
吉
田
　
眞
一 

牧
　
野
　
　
吉
田
　
省
吾 

鍛
冶
屋
　
　
吉
田
　
圭
延 

間
　
子
　
　
内
藤
脩
一
郎 

岸
　
上
　
　
橋
本
　
　保 
 

天
　
田
　
　
吉
田
　
省
造 

高
　
岸
　
○
西
田
　
義
孝 

奥
　
中
　
　
芦
田
　
　守 

徳
　
畑
　
　
藤
本
　
成
彦 

茂
　
利
　
○
中
山
　
博
史 

中
村
町
　
　
南
畝
　
一
郎 

安
　
坂
　
　
藤
本
　
喜
昭 

糀
　
屋
　
　
藤
本
　
恭
弘 

山
寄
上
　
　
藤
田
　
光
雄 

鳥
　
羽
　
　
橋
詰
　
雅
博 

清
　
水
　
　
山
口
　
邦
政 

轟
　
　
　
　
丸
山
　
義
典 

山
　
口
　
　
岸
本
　
憲
明 

西
　
山
　
　
高
橋
　
　博 

市
　
原
　
○
森
安
　
良
三 

丹
　
治
　
　
廣
畑
冨
次
郎 

大
　
袋
　
　
大
江
　
　保 

三
　
谷
　
　
藤
本
　
正
己 

大
　
屋
　
　
岩
田
　
義
和 

坂
　
本
　
○
藤
井
　
　正 

坂
　
本
　
　
定
本
　
　清 

曽
我
井
　
　
徳
平
　
孝
仁 

森
　
本
　
○
小
西
　
敏
政 

西
安
田
　
○
高
田
　
　昇 

中
安
田
　
○
伊
藤
　
豊
晴 

東
安
田
　
　
宮
崎
　
正
幸 

箸
　
荷
　
　
今
中
　
佳
昭 

門
　
村
　
　
田
中
　
幸
作 

杉
　
原
　
○
深
田
　
一
雄 

奥
豊
部
　
　
山
尾
　
清
七 

観
音
寺
　
　
永
井
　
良
昌 

豊
　
部
　
　
金
高
　
　實 

熊
野
部
　
○
中
村
　
悦
次 

岩
座
神
　
○
安
田
　
利
幸 

棚
　
釜
　
　
谷
本
　
福
男 

多
　
田
　
○
野
村
　
喜
男 

奥
荒
田
　
○
藤
村
　
光
男 

的
　
場
　
　
吉
田
　
俊
男 

寺
　
内
　
○
吉
川
　
　清 

西
　
脇
　
○
田
島
　
　等 

山
野
部
　
○
藤
永
　
健
三 

中
　
村
　
○
須
原
　
　節 

横
　
屋
　
○
玉
臺
　
敏
明 

下
　
村
　
○
伊
藤
　
　茂 

門
　
田
　
○
頃
安
　
孝
則 

赤
　
坂
　
　
小
林
　
正
芳 

俵
　
田
　
○
小
牧
　
宏
通 

中
野
間
　
　
有
田
　
昭
藏 

仕
出
原
　
○
高
見
　
東
治 

下
野
間
　
　
赤
松
　
幹
造 

下
三
原
　
　
川
上
　
善
昭 

柳
山
寺
　
○
多
方
　
俊
郎 

中
三
原
　
　
橋
尾
　
彰
望 

上
三
原
　
　
西
川
　
雅
章 

　
新
年
度
の
区
長
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

（
敬
称
略
・
○
は
新
任
） 

中町赤十字病院長交代 

　　土光　莊六 院長 

　４月１日から志賀院長に
代わり、土光さんが就任さ
れました。 

平
成
18
年
度 

多
可
町
消
防
団
役
員 

団
　
長
　
梶
間
　
信
明（
中
野
間
） 

副
団
長
　
清
水
　
賢
彦（
安
楽
田
） 

　
　
　
　
丸
岡
　
雅
憲（
鍛
冶
屋
） 

　
　
　
　
山
口
　
照
二（
市
　
原
） 

　
　
　
　
小
幡
　
芳
輝（
的
　
場
） 

　
　
　
　
植
山
　
保
信（
仕
出
原
） 

　
　
　
　
板
倉
　
寿
好（
大
　
和
） 

多
可
町
明
る
い 

選
挙
推
進
協
議
会
委
員 

会
　
長
　
松
田
　
俊
雄（
中
村
町
） 

副
会
長
　
遠
藤
　
豊
子（
熊
野
部
） 

　
　
　
　
後
藤
た
か
子（
森
　
本
） 

　
　
　
　
藤
本
　
勝
敏（
箸
　
荷
） 

　
　
　
　
門
脇
　
實
　（
中
野
間
） 

　
　
　
　
伊
藤
み
ち
子（
中
野
間
） 

 

　
多
可
町
明
る
い
選
挙
推
進
協

議
会
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
２０
年
３
月
３１
日
ま

で
の
２
年
間
で
す
。 

会
　
長
　
吉
田
　
俊
男
（
加
美
区
） 

副
会
長
　
吉
田
　
省
造
（
中
　
区
） 

副
会
長
　
有
田
　
昭
藏
（
八
千
代
区
） 

ど こ う  そうろく  

各
集
落
区
長
の
交
代 
各
集
落
区
長
の
交
代 

（
敬
称
略
） 

（
敬
称
略
） 



１３ 

　
国
体
競
技
な
ど
で
多
可
町
を

訪
れ
る
皆
さ
ん
に
、„
お
も
て
な

し
“
と
し
て
使
用
す
る
播
州
織

小
袋（
写
真
）の
製
作
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

　
全
国
か
ら
集
ま
る
選
手
や
役

員
の
皆
さ
ん
に
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
、

多
可
町
の
良
さ
を
発
信
す
る
絶

好
の
機
会
で
す
。 

　„
多
可
町
“で
の
国
体
が
盛
り

上
が
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
参

加
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け

る
人
は
、
国
体
推
進
室
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
だ
よ
り 

　
３
月
２６
日（
日
）第
２１
回
翠
明
湖
マ
ラ
ソ
ン
で
、

『
は
ば
タ
ン
』
が
『
ス
イ
ッ
ピ
ー
』
と
一
緒
に

１
／
４０
マ
ラ
ソ
ン
に
挑
戦
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
国
体
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
で
は
ば
タ
ン
グ

ッ
ズ
や
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
啓
発
を
行
い
ま
し

た
。 

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
５
月
５
日（
金
）に

は
、
那
珂
ふ
れ
あ
い
館
で
、„
は
ば
タ
ン
と
遊

ぼ
う
!!
“
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
参

加
し
て
ね
！ 

 

は
ば
タ
ン
ク
イ
ズ
を
始
め
て
い
ま
す
。
全
問

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
ス
テ
キ
な
『
は
ば
タ

ン
』
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
ク
イ
ズ

に
答
え
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
。 

みんなで参加しよう！のじぎく兵庫国体･･･ただいま募集中です･･･ 

＊詳しくは　教育課国体推進室　1（３２）５１２２　 e-mail  kokutai@takacho.jp

播
州
織
布
地
を
使
っ
た
小
袋
で
「
お
も
て
な
し
」 

種　　類 期　　間 応募場所 要項等 

国体ボランティア ５月31日(水)まで 
教育課国体推進室 
（アスパル内） 

多可町役場 
加美地域局 

教育課国体推進室 
（アスパル内） 

広報たか３月号と同時配付済 

“杉原紙に魅せられた作品展” 
『灯り展』の作品 

5月1日(月)～8月31日(木) 広報たか５月号と同時配付 

北はりまファミリーバドミントン 
大会参加チーム 

5月19日(金)まで 新聞折込予定 

★第3回はばタンクイズ★  
第１問　兵庫県での国体開催は今回で２回目
です。前回は西暦何年に開催されたでしょ
うか？ 
第２問　のじぎく兵庫国体のキャンペーンソ
ング『はばタンカーニバル』の歌詞の中に
『はばタン』という言葉は何回出てくるで
しょうか？ 
第３問　４月１日にアスパルで開催されまし
た「のじぎく兵庫国体バレーボール競技成
年女子６人制兵庫県予選」で優勝したチー
ム名は？ 

申込方法 

　５月２０日（必着）までに①氏名②郵便番号③
住所④クイズの答えを記入し、ハガキまたは
メールでお申し込みください。当選者の発表は、
グッズの発送をもって代えさせていただきます。 

【多可町開催競技など】 
 ９/25～10/24 
９/30 

10/１～10/４  

10/１  

10/８ 

杉原紙に魅せられた作品展 

ファミリーバドミントン 

バレーボール競技（成人女子6人制） 

加藤登紀子｢日本酒の日コンサート｣ 

ベルディー演劇セミナー発表公演 



１４ 

「
か
み
っ
子
サ
ポ
ー
ト
」
結
成 

■
問
合
先
　
加
美
公
民
館
　
1（
35
）０
０
８
５ 

加
美
区
に
防
犯
グ
ル
ー
プ
結
成 

か
み
っ
子
サ
ポ
ー
ト 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集 

（
広
報
た
か
2
月
号
の
続
報
）
 

　
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
時

に
外
に
出
て
、
見
守
っ
て
い

た
だ
く
。
声
を
掛
け
て
い
た

だ
く
。
町
内
で
買
い
物
や
散

歩
時
な
ど
の
見
守
り
な
ど
、

自
分
の
で
き
る
範
囲
で
結
構

で
す
の
で
、
子
ど
も
の
安
全

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
い
。 

■
申
込
・
問
合
先 

　
加
美
公
民
館 

　
　（
３５
）０
０
８
５ 

地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守

り
育
て
よ
う 

皆
さ
ん
の
参
画
が
必
要
で
す 

『
で
き
る
こ
と
を
』
、『
で
き
る

人
で
』、『
で
き
る
程
に
』 

本
格
始
動 

■
問
合
先
　
中
町
南
小
学
校
　
1（
32
）０
０
１
１ 

中
町
南
小
学
校
子
ど
も
を
見
守
る
会 

　
３
月
１５
日
、
「
子
ど
も
の

安
全
を
守
る
地
域
ぐ
る
み
支

援
ネ
ッ
ト
推
進
会
議（
加
美
区
）

が
開
催
。
加
美
区
の
小
学
校

毎
に
、
防
犯
グ
ル
ー
プ「
か
み

っ
子
サ
ポ
ー
ト（
仮
称
）」の
結

成
が
承
認
さ
れ
、
防
犯
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
募
集
が
始
ま
り

ま
し
た
。 

　
加
美
区
で
は
、
平
成
１７
年

度
か
ら
三
友
会（
加
美
区
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
絡
会
）と
加
美
区
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
が
連
携
し
、
子

ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
を
作
ろ
う
と
、「
子

ど
も
た
ち
へ
の
声
か
け
運
動
」

な
ど
、
子
ど
も
の
見
守
り
運

動
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
、
加
美
区
内
の
各

種
団
体
な
ど
の
代
表
者
で
構

成
さ
れ
た
「
子
ど
も
の
安
全

を
守
る
地
域
ぐ
る
み
支
援
ネ

ッ
ト
推
進
会
議（
加
美
区
）」
で
、

こ
の
運
動
を
地
域
ぐ
る
み
の

運
動
と
で
き
な
い
か
と
協
議

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
広

く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、

校
区
別
の
防
犯
グ
ル
ー
プ「
か

み
っ
子
サ
ポ
ー
ト（
仮
称
）」を
立

ち
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。 

　
今
後
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
、
活
動
を
開
始

し
て
い
き
ま
す
。 

　
昨
年
、
１４
人
で
発
足
し
た

中
町
南
小
学
校
子
ど
も
を
見

守
る
会
。
今
回
、
そ
こ
に
長

寿
会
や
民
生
児
童
委
員
の
皆

さ
ん
が
加
わ
り
、
児
童
に
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
見
守
る
会
で
は
、

目
印
に
な
る
腕
に
つ
け
る
バ

ン
ド
を
約
６
０
０
個
製
作
。

す
で
に
４
０
０
個
は
配
布
予

定
で
す
。
学
校
で
も
先
生
が

バ
ン
ド
を
腕
に
つ
け
、
子
ど

も
た
ち
に
覚
え
さ
せ
て
い
ま

す
。 

　
広
が
り
を
見
せ
る
子
ど
も

見
守
る
活
動
の
輪
。
こ
の
輪

が
子
ど
も
た
ち
を
守
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。 

（
広
報
た
か
 

　
2
月
号
の
続
報
）
 

（上）子どもたちを見守る目印、「腕

に巻くバンド」 「緑色の帽子」 「名札」

の３点セット　（左）会員の皆さん

が子どもたちに紹介される 

クローズアップ 町政 
 



１５ 

　
中
町
、
加
美
町
、
八
千
代

町
が
合
併
し
て
で
き
た
新
し

い
多
可
町
の
誕
生
を
記
念
す

る
と
と
も
に
、
地
域
の
連
携

と
一
体
性
を
醸
成
さ
せ
、
町

の
将
来
を
考
え
て
い
く
た
め

に
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す
。 

　
多
数
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。 

  

■
と
　
き 

　
５
月
２８ 
日（
日
）　
　
　
　

　
午
前
９
時
３０
分
〜
正
午 

■
と
こ
ろ 

　
ベ
ル
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル 

■
主
　
催
　
多
可
町 

■
内
　
容 

【
第
１
部
】 

・
コ
ー
ラ
ス 

・
合
併
功
労
者
表
彰 

・
多
可
町
長
感
謝
状
贈
呈 

・
住
民
憲
章
の
朗
読 

【
第
２
部
】 

・
記
念
講
演 

　（
午
前
１１ 
時
〜
正
午
）　
　

　
講
　
師 

　
吉
本
興
業（
株
）東
京
本
社

　
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

　
竹
中
　
功
さ
ん 

　
テ
ー
マ 

　
「
住
民
が
主
役
の
ま
ち
づ

　
く
り
、
ひ
と
づ
く
り
」 

           

■
問
合
先 

　
企
画
情
報
課 

　
　（
３２
）２
３
８
１ 

町長からの手紙 
町長  戸田善規  

　
桜
の
見
ど
こ
ろ
が
里
か
ら
山
に
移

り
、
よ
う
や
く
陽
光
と
新
緑
の
眩
さ

を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
皆
さ
ま
に
は
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
、
お
伺
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

入
学
式
・
総
会
の
シ
ー
ズ
ン 

　
４
月
は
ま
さ
に
入
学
式
と
総
会
の

シ
ー
ズ
ン
で
す
。
連
日
連
夜
の
開
催

の
中
で
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
多
く

の
住
民
皆
さ
ん
に
お
目
に
か
か
っ
て

お
り
ま
す
。 

　
各
種
団
体
も
そ
の
多
く
が
多
可
町

と
冠
を
付
す
名
称
の
も
と
に
統
合
が

な
さ
れ
、
住
民
皆
さ
ん
の
交
流
が
徐
々

に
深
ま
り
を
見
せ
つ
つ
あ
る
こ
と
に

感
謝
の
気
持
ち
を
隠
せ
ま
せ
ん
。 

　
ま
た
合
わ
せ
て
、
多
く
の
団
体
の

活
発
な
活
動
が
あ
っ
て
初
め
て
多
可

町
が
息
吹
い
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
、

感
慨
を
覚
え
る
毎
日
で
す
。 

町
の
組
織
体
制
を
整
備 

　
予
算
の
承
認
を
議
会
で
受
け
て
、

ほ
っ
と
一
息
で
す
が
、
そ
の
執
行
に

な
お
万
全
を
期
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
退
職
者
の
不
補
充
と
定
数
の
削
減

を
図
り
な
が
ら
、
求
め
ら
れ
る
政
策

課
題
に
適
切
に
対
応
で
き
る
役
場
組

織
へ
の
改
変
に
手
を
加
え
ま
し
た
。 

　
事
業
評
価
や
行
革
推
進
に
あ
た
る

「
経
営
改
善
室
」
の
新
設
や
集
落
振
興

を
応
援
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
」

の
拡
充
、
在
宅
介
護
等
の
総
合
相
談

窓
口「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」の

設
置
な
ど
で
す
。 

　
職
員
配
置（
８
〜
１０
ペ
ー
ジ
）の
通
り
、

組
織
整
備
と
人
事
体
制
を
若
干
変
更

し
て
、
新
年
度
に
臨
ん
で
い
ま
す
。 

景
気
回
復
の
実
感
少
な
し 

　
マ
ス
コ
ミ
報
道
に
よ
る
と
、
景
気

回
復
が
い
よ
い
よ
本
格
化
し
て
い
る

よ
う
で
す
。
回
復
基
調
に
あ
る
期
間

が
、
史
上
２
位
の
バ
ブ
ル
景
気（
５１
カ

月
）に
並
び
、
い
ざ
な
ぎ
景
気（
５７
カ
月
）

に
迫
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
そ
の
復
調
が
、
斑
模
様
の

回
復
で
業
種
間
や
地
域
間
に
大
き
な

格
差
を
伴
っ
て
い
る
の
か
、
私
に
は

そ
の
実
感
が
ま
っ
た
く
感
じ
ら
れ
ま

せ
ん
。 

　
先
を
見
通
す
と
、
当
地
域
で
は
更

に
厳
し
い
環
境
が
窺
い
知
れ
る
状
況

下
に
あ
っ
て
、
『
右
肩
さ
が
り
で
あ
っ

て
も
成
り
立
つ
社
会
づ
く
り
』
が
喫
緊

の
課
題
で
す
。 

行
財
政
改
革
を
果
断
に
実
施 

　
「
今
ま
で
が
こ
う
あ
っ
た
か
ら
、

こ
れ
か
ら
も
こ
う
あ
り
た
い
」
と
の

住
民
皆
さ
ん
や
町
職
員
の
気
持
ち
は
、

希
望
的
に
十
分
に
理
解
で
き
る
も
の

の
、
新
町
の
先
行
き
を
危
ぶ
ま
せ
る

こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。 

　
一
見
「
不
利
益
の
分
配
」や
「
施
策

の
後
退
」
に
見
え
る
行
財
政
の
改
革

を
果
断
に
実
施
し
、
新
し
い
多
可
町

の
未
来
を
確
実
に
見
据
え
よ
う
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 

（
平
成
１８
年
４
月
２１
日
　
記
） 

多
可
町
誕
生
記
念
式
典 

（
※
入
場 

無
料
） 

４月15日、多可町誕生記念式典に向

け、町内にある６つのコーラスグル

ープが“歌の融合”。本番となる記念

式典では、「歓喜の歌」「花の街」の

２曲を披露します。 ▼ 

ま
ぶ
し 

う
か
が 

ま
だ
ら 



僕
た
ち
に
は
マ
ナ
ー
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
、
き
ち
ん
と
し
つ
け
し
て
く

だ
さ
い
。
ワ
ン
ワ
ン
。

１６ 

　
最
近
、
犬
や
猫
に
関
す
る

苦
情
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

飼
い
主
の
気
づ
か
な
い
と
こ

ろ
で
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ペ
 

ッ
ト
を
飼
う
場
合
は
、
次
の
よ

う
な
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
 

 　
　
　
を
飼
育
す
る
上
 

　
　
　
　
で
の
注
意
点
 

 ●
本
能
や
習
性
の
理
解
 

　
犬
は
群
の
リ
ー
ダ
ー
に
従

う
習
性
が
あ
り
ま
す
。
飼
い

主
が
リ
ー
ダ
ー
に
な
り
、
人

や
動
物
に
む
や
み
に
吠
え
た
り
、

飛
び
か
か
っ
た
り
し
な
い
よ

う
し
つ
け
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

●
首
輪
に
は
鑑
札
を
！！ 

　
犬
を
飼
い
始
め
た
ら
速
や

か
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

町
外
か
ら
譲
り
受
け
た
犬
に

つ
い
て
も
、
同
様
で
す
。
 

　
ま
た
、
迷
い
犬
を
保
護
す

る
こ
と
や
飼
い
犬
が
行
方
不

明
に
な
っ
て
い
る
と
の
連
絡

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
時
、
飼
い
主
が
す
ぐ
分

か
る
よ
う
に
、
首
輪
に
鑑
札

を
付
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

　
鑑
札
は
、
住
民
生
活
課
、

加
美
・
八
千
代
地
域
局
へ
犬

の
登
録
申
請
を
す
る
と
交
付

さ
れ
ま
す
。
 

●
放
し
飼
い
は
し
な
い
 

　
飼
い
主
は
、
ペ
ッ
ト
が
飼
っ

て
い
る
所
か
ら
逃
げ
出
さ
な

い
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
じ

ま
し
ょ
う
。
 

●
フ
ン
は
持
ち
帰
ろ
う
 

　
散
歩
時
な
ど
に
出
た
汚
物

の
後
始
末
は
、
必
ず
し
ま
し
 

ょ
う
。
飼
い
犬
の
フ
ン
を
持

ち
帰
る
こ
と
は
、
飼
い
主
の

基
本
の
マ
ナ
ー
で
す
。
 

 　
　
　
を
飼
育
す
る
上
 

　
　
　
　
で
の
注
意
点
 

 ●
隣
近
所
へ
の
気
配
り
を
忘

　
れ
ず
に
 

　
猫
を
外
に
出
し
て
い
る
人
は
、

ご
近
所
の
迷
惑
に
な
っ
て
い

な
い
か
考
え
ま
し
ょ
う
。
 

　
近
所
の
庭
、
公
園
や
学
校

の
砂
場
な
ど
を
フ
ン
で
汚
し

て
い
ま
せ
ん
か
。
 

●
猫
は
室
内
で
飼
育
可
能
 

　
外
に
出
て
い
る
と
交
通
事

故
や
ケ
ン
カ
、
病
気
を
う
つ

さ
れ
る
な
ど
の
心
配
が
あ
り

ま
す
。
 

●
飼
い
主
が
い
る
と
分
か
る

　
よ
う
に
 

　
首
輪
・
鈴
・
リ
ボ
ン
な
ど
で
、

飼
い
主
が
い
る
こ
と
が
分
か

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 ※
飼
い
犬
・
猫
の
繁
殖

　
を
希
望
し
な
い
場
合
 

 　
獣
医
師
と
相
談
し
、
繁
殖

制
限
の
措
置
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
 

 

   狂
犬
病
予
防
注
射
を
接

種
さ
せ
て
く
だ
さ
い
 

 　
犬
の
飼
い
主
は
年
に
一
度
、

必
ず
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受

け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

　
４
月
に
行
っ
た
集
合
注
射
で
、

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ

せ
て
い
な
い
人
は
、
必
ず
動

物
病
院
で
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
 

　
　
 

■
問
合
先
 

　
住
民
生
活
課
 

　
　（
３２
）２
３
８
３
 

【
犬
や
猫
の
正
し
い
飼
い
方
】
 

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
 

ペ
ッ
ト
を
飼
い
ま
し
ょ
う
 

犬 

猫 

クローズアップ 町政 
 

ほ
 



１７ 

○所得制限限度額 ○所得制限限度額 

○支給対象年齢 ○支給対象年齢 

小学３年生修了まで 小学６年生修了まで 

改正前 改正後 

（
注
1
） 

　
所
得
税
法
に
規
定
す
る
老

人
控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は

老
人
扶
養
親
族
が
あ
る
人
の

限
度
額（
所
得
額
ベ
ー
ス
）は
、

上
記
の
額
に
当
該
老
人
控
除

対
象
配
偶
者
ま
た
は
老
人
扶

養
親
族
１
人
に
つ
き
６
万
円

を
加
算
し
た
額
。
 

（
注
2
） 

　
扶
養
親
族
等
の
数
が
６
人

以
上
の
場
合
の
限
度
額（
所
得

額
ベ
ー
ス
）は
、
１
人
に
つ
き

38
万
円（
扶
養
親
族
な
ど
が
老

人
控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
老

人
扶
養
親
族
で
あ
る
時
は
44
万
円
）

を
加
算
し
た
額
。
 

 

        　
４
月
１
日
か
ら
支
給
対
象

年
齢
が
、
こ
れ
ま
で
の
小
学

３
年
生
ま
で
か
ら
小
学
６
年

生
ま
で
に
拡
大
さ
れ
、
併
せ
て
、

所
得
制
限
が
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
新
た
に
児
童
手
当

を
受
け
ら
れ
る
児
童
の
保
護

者
の
皆
さ
ん
に
つ
い
て
は
、

認
定
請
求
な
ど
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。
 

 ●
今
回
の
制
度
改
正
に
か

　
か
る
支
給
手
続
き
 

 ①
小
学
４
年
生
児
童（
平
成
８

　
年
４
月
２
日
〜
平
成
９
年

４
　
 

          　
４
月
1
日
生
ま
れ
）
 

　
特
に
手
続
き
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
6
月
に
現
況
届

を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
 

②
小
学
５
・
６
年
生
児
童（
平

　
成
６
年
４
月
２
日
〜
平
成

　
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
） 

　
新
規
請
求
な
ど
の
申
請
が

必
要
で
す
。
郵
送
し
た
認
定

請
求
書
な
ど
を
ご
提
出
く
だ

さ
い
。
 

③
こ
れ
ま
で
所
得
制
限
に
よ
っ

　
て
児
童
手
当
を
受
給
し
て

い
な
い
人
 

　
新
規
請
求
な
ど
の
申
請
が

必
要
で
す
。
郵
送
し
た
認
定

請
求
書
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
 

 ■
問
合
先
 

　
子
ど
も
課
1（
３２
）５
１
２
１
 

　
加
美
地
域
局
1（
３５
）０
０
８
０
 

　
八
千
代
地
域
局

1（
３７
）０
２
５
０
 

扶養親族等の数 所得制限限度額（万円） 

０人 

１人 

２人 

３人 

４人 

５人 

４６０.０ 

４９８.０ 

５３６.０ 

５７４.０ 

６１２.０ 

６５０.０ 

※国民年金以外の年金加入者 

扶養親族等の数 所得制限限度額（万円） 

０人 

１人 

２人 

３人 

４人 

５人 

５３２.０ 

５７０.０ 

６０８.０ 

６４６.０ 

６８４.０ 

７２２.０ 

※国民年金以外の年金加入者 

扶養親族等の数 所得制限限度額（万円） 

０人 

１人 

２人 

３人 

４人 

５人 

３０１.０ 

３３９.０ 

３７７.０ 

４１５.０ 

４５３.０ 

４９１.０ 

※国民年金加入者 

扶養親族等の数 所得制限限度額（万円） 

０人 

１人 

２人 

３人 

４人 

５人 

４６０.０ 

４９８.０ 

５３６.０ 

５７４.０ 

６１２.０ 

６５０.０ 

※国民年金加入者 

制

度

拡

充

 

児
童
手
当
 



１８ 

桜 
日
本
人
は
「
桜
」
が
大
好
き
で
す
。
こ
の
多
可
町
に
も
桜
好
き
の
人
が

た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
し
て
、
美
し
い
桜
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

今
回
は
、
来
春
に
役
立
つ
花
見
ス
ポ
ッ
ト
や
町
内
各
地
で
行
わ
れ
た

桜
に
ち
な
ん
だ
「
む
ら
づ
く
り
活
動
」
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。 

　
４
月
。
桜
の
開
花
に
合
わ
せ
、

鍛
冶
屋（
中
区
）・
観
音
寺（
加

美
区
）・
中
三
原（
八
千
代
区
）

な
ど
多
く
の
地
区
が
、
む
ら

づ
く
り
活
動
の
一
つ
と
し
て

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。 

　
各
会
場
で
は
、
ス
テ
ー
ジ

が
組
ま
れ
、
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
、
多
く
の
参
加

者
が
カ
ラ
オ
ケ
・
マ
ジ
ッ
ク
・

舞
踊
な
ど
を
披
露
。
会
場
の

雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
て
い
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
焼
き
鳥
や
焼
き
ソ

バ
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
屋
台
も

出
店
。
中
に
は
お
じ
ゃ
み
を

教
え
て
も
ら
え
る
と
こ
ろ
や

山
田
錦
う
ど
ん
な
ど
、
多
可

町
な
ら
で
は
の
屋
台
も
あ
り

ま
し
た
。
美
し
く
咲
い
た
桜

の
花
の
下
、
み
ん
な
で
お
弁

当
を
食
た
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
を
し
た
り
す
る
姿
が
多
く

見
ら
れ
ま
し
た
。 

　
お
腹
い
っ
ぱ
い
に
な
れ
ば
、

次
は
や
っ
ぱ
り
お
い
し
い
お
酒
。

会
場
に
は
、
赤
い
顔
や
笑
顔

が
あ
ふ
れ
、
地
域
の
輪
が
広

が
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

春
爛
漫
。
各
地
で
開
催 

さ
く
ら
ま
つ
り 

ら
ん
ま
ん 



１９ 

①おじゃみを習らう小学生　②ビンゴゲームで盛り上

がる子どもたち　③「大石良雄の石垣」を多くの人が訪

れる　※①～③は中三原さくらまつり 

④ポーズが決まってます　⑤けっこうなお手前で　 

⑥桜色のハッピがステージで躍動　⑦約200本の桜が

ある金刀比羅神社　※④～⑦は鍛冶屋さくらまつり 

⑧自慢ののどを披露　⑨桜の下での食事は格別　 

※⑧～⑨は観音寺さくらまつり 

⑩かつての面影を残す産坂　⑪杉原川の堤防沿い　 

⑫多くの桜が翠明湖を囲む　⑬約500本の桜がある桜

公園でお弁当　⑭遠足で訪れた小学生も見とれる（桜

公園）  ⑮片瀬公園にも多くの桜　⑯花見も妹と一緒

（片瀬公園） 

●  1

●  ２  ●  ３  

●  ４ 

●  ５  

●  ６ 

●  ７  

●  ８  ●  ９  

●  10

●  11

●  12

●  13

●  14

●  15●  16



２０ 

た か ち ょ う  た か ち ょ う  

スケッチ 
ブック 

スケッチ 
ブック 

号
砲
一
発
。
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
 

▲ 

春
の
日
ざ
し
を
受
け
、 

心
地
よ
い
汗 

宮
澤
賢
治
の
世
界
が 

ベ
ル
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
に 

　
３
月
２６
日
、
翠
明
湖
の
周

遊
コ
ー
ス
を
舞
台
に
、
旧
中

町
時
代
か
ら
数
え
て
２１
回
目

に
な
る
翠
明
湖
マ
ラ
ソ
ン
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
当
日
は
、
小
さ
な
子
ど
も

歳
か
ら
７５ 
歳
ま
で
約
千
人
が

参
加
。
県
外
か
ら
の
参
加
者

も
多
数
あ
り
ま
し
た
。
翠
明

湖
畔
の
さ
わ
や
か
な
空
気
の

中
、
日
ご
ろ
鍛
え
た
健
脚
を

競
い
ま
し
た
。
 

　
町
内
の
入
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。
 

【
入
賞
者
】 
※
敬
称
略
 

●
1
／
2
マ
ラ
ソ
ン
 

　
男
子（
19
〜
29
歳
） 

　
２
位
　
清
水
　
優
 

　
３
位
　
山
田
　
篤
史
 

●
1
／
10
マ
ラ
ソ
ン
 

　
男
子
中
学
生
 

　
１
位
　
渡
辺
　
真
矢
 

●
1
／
20
マ
ラ
ソ
ン
 

　
女
子
小
学
６
年
生
 

　
３
位
　
高
澤
　
真
穂
 

●
1
／
40
マ
ラ
ソ
ン
 

　
女
子
小
学
１
年
生
 

　
２
位
　
門
脇
奈
都
帆
 

　
３
月
２５
日
、
ベ
ル
デ
ィ
ー

ホ
ー
ル
で
演
劇
セ
ミ
ナ
ー
発

表
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
演
じ
ら
れ
た
の
は
、
宮

澤
賢
治
の
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」

に
昨
年
の
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
脱

線
事
故
な
ど
を
重
ね
合
わ
せ

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
劇
「
グ
ッ
ド

バ
イ
」
。
演
劇
セ
ミ
ナ
ー
生

２８
人
に
小
学
生
１０
人
を
加
え

た
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
、
熱
演

さ
れ
ま
し
た
。
 

　
公
演
が
終
わ
る
と
、
や
り

遂
げ
た
満
足
感
と
緊
張
か
ら

の
開
放
感
で
、
皆
さ
ん
い
い

顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
 

▲公演成功の充実感に笑顔の出演者たち ▲小学生演劇教室の参加者も出演 

▲お父さんと一緒にゴール 

現
在
・
過
去
・
未
来
を
行
っ
た
り
来
た
り
 

▲ 



２１ 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

始
動 

　
４
月
２
日
、
多
可
町
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
と
し
て
初
め
て

の
入
退
団
式
が
ア
ス
パ
ル
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、

７
つ
の
団
に
新
た
に
合
計
６６

人
が
入
団
し
ま
し
た
。
 

　
子
ど
も
た
ち
は
こ
れ
か
ら
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
学
ん
で
い
き
ま

す
。
 

子
ど
も
た
ち
が
高
ら
か
に
宣
誓
 

▲ 

５
年
ぶ
り
に
復
活
！
お
せ
っ
た
い 

轟
交
流
施
設
竣
工
式 

新
入
生
の
交
通
安
全
を
願
っ
て 

　
３
月
１５
日
、（
株
）北
播
ド

ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
大

西
繁
樹
さ
ん
か
ら
教
育
長
へ

安
全
タ
ス
キ
５
４
５
本
が
寄

贈
。
多
可
町
内
の
小
・
中
学

校
に
入
学
し
た
児
童
・
生
徒

全
員
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

　（
株
）北
播
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
で
は
、
子
ど
も
た

ち
の
交
通
安
全
を
願
っ
て
、

１０
年
以
上
に
渡
り
旧
中
町
の

小
・
中
学
校
に
入
学
す
る
児

童
・
生
徒
に
安
全
タ
ス
キ
を

贈
り
続
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

多
可
町
が
誕
生
し
た
今
年
は
、

加
美
区
・
八
千
代
区
に
も
広

げ
、
町
内
全
体
の
交
通
安
全

を
願
い
、
安
全
タ
ス
キ
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
 

▲安全タスキ545本が贈られた 

　
ラ
ベ
ン
ダ
ー
栽
培
や
棚
田

を
通
し
て
の
活
動
が
活
発
な

轟
地
区
。
４
月
２
日
に
は
、

交
流
施
設
の
竣
工
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
丸
山
義
典
区
長
は
、

「
こ
の
公
会
堂
が
ふ
れ
あ
い
交

流
の
場
と
な
り
、
ま
た
情
報

発
信
の
拠
点
と
し
て
み
ん
な

で
集
落
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
」と
話
し
ま
し
た
。
式
典

後
、
国
道
沿
い
の
花
壇
に
は
、

記
念
植
樹
と
し
て
ロ
ー
ズ
マ

リ
ー
の
苗
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
お
せ
っ
た
い
は
そ
の
昔
、

お
遍
路
さ
ん
の
休
憩
所
と
し

て
も
て
な
し
た
の
が
始
ま
り

だ
と
か
。
こ
れ
ま
で
は
「
山

の
麓
に
あ
る
お
寺
で
の
準
備

は
大
変
！
」
と
公
会
堂
で
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

今
回
、
山
の
道
が
整
備
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
５
年
ぶ
り

に
「
お
せ
っ
た
い
」
が
復
活
。
場

所
も
慈
眼
寺
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
 

「
小
さ
い
集
落
や
か
ら
大
変

な
こ
と
も
あ
る
け
ど
、
小
さ

い
か
ら
ま
と
ま
り
も
あ
る
。

今
日
も
朝
か
ら
た
く
さ
ん
の

人
が
集
ま
っ
て
準
備
し
た
ん

や
で
」と
言
わ
れ
る
だ
け
あ
り
、

お
で
ん
や
焼
き
そ
ば
、
お
に

ぎ
り
な
ど
が
婦
人
会
や
子
ど

も
会
、
消
防
団
に
よ
っ
て
振

る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
桜
が
残

る
境
内
で
子
ど
も
か
ら
年
配

の
方
ま
で
た
く
さ
ん
の
人
が

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
 

▲県産材をふんだんに使ったこの施設は、 
　バリアフリーに配慮したやさしい建物に 

ふ
も
と
 

▲4月16日 山口の慈眼寺にて 
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ピ
カ
ピ
カ
の
１
年
生 

地
域
防
災
の
た
め 

　
４
月
１０
日
、
町
内
に
１０
校

あ
る
小
・
中
学
校
で
入
学
式

が
行
わ
れ
、小
学
校
２
５
５
人
・

中
学
校
２
７
４
人
の
新
入
生
が

人
生
の
新
し
い
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。
 

　
特
に
小
学
校
に
入
学
し
た

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、

何
も
か
も
が
初
め
て
の
こ
と
。

少
し
緊
張
し
な
が
ら
も
、
こ

れ
か
ら
始
ま
る
学
校
生
活
へ

の
期
待
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ

て
い
ま
し
た
。
 

ド
キ
ド
キ
。
初
め
て
の
教
室
 

▲ 

健
や
か
な
成
長
願
い 

　
４
月
１３
日
、
旧
３
町
に
一

つ
ず
つ
あ
っ
た
子
ど
も
会
育

成
連
絡
協
議
会
が
一
つ
に
な

り
、
多
可
町
子
ど
も
会
育
成

連
絡
協
議
会
が
発
足
し
ま
し

た
。
 

　
今
後
、
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
育
成
を
願
い
、
活
動

が
行
わ
れ
て
い
き
ま
す
。
 

▲会長をはじめ、役員全員が紹介される 

　
消
防
団
の
入
退
団
式
を
４

月
９
日
、
ベ
ル
デ
ィ
ー
ホ
ー

ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
会
場

は
朝
早
く
か
ら
制
服
に
身
を

包
ん
だ
消
防
団
員
で
埋
め
尽

く
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
式
典
で
は
、
こ
の
４
月
に

新
た
に
団
長
に
任
命
さ
れ
た

梶
間
信
明
さ
ん
（
中
野
間
）
を

は
じ
め
団
員
に
辞
令
を
交
付
。

そ
の
後
、
今
年
の
新
入
団
員

９４
人
を
代
表
し
て
、
藤
村
幸

広
さ
ん
（
奥
荒
田
）
が
力
強
く

宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
続
い
て
、
退
団
員
や
功
労

者
な
ど
へ
の
表
彰
、
笹
倉
政

芳
さ
ん（
前
団
長
）、
藤
本
憲
一

さ
ん（
前
中
区
団
長
）、藤
井
謙
昌

さ
ん（
前
副
団
長
）か
ら
退
任
の

挨
拶
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
多
可
町
消
防
団
の
皆
さ
ん
、

地
域
防
災
の
た
め
に
今
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

上右／宣誓する新

入団員の藤村さん

上左／梶間団長か

らの訓辞 

下／ベルディーホ

ール一杯に集まっ

た多可町消防団員

の皆さん 

あ
い
さ
つ
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我が家の 

アイドル 

中島康次郎さん 
（八千代北小学校５年１組） 

八
千
代
区
下
三
原 

曽
谷
直
人
さ
ん
・
香
里
さ
ん 

夫
妻
の
お
子
さ
ん 

凌
空
ち
ゃ
ん
（
１
歳
） 

り

く

 

【撮影はお母さん】 

こ う じ ろ う 

 

☆
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん

　
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

『
最
近
で
は
、
小
走
り
が
で
き
る

凌
空
。
生
傷
の
絶
え
な
い
凌
空
。

水
た
ま
り
に
ま
っ
し
ぐ
ら
な
凌
空
。

動
物
大
好
き
、
恐
い
も
の
知
ら

ず
の
凌
空
。
い
つ
で
も
ユ
ン
ボ

ー
は
見
逃
さ
ず
、「
バ
ッ
プ
」と
指
さ
し
、
教
え
て
く
れ
る
凌

空
。
両
親
は
直
毛
な
の
に
く
る
く
る
く
せ
毛
の
凌
空
。 

　
子
育
て
っ
て
決
し
て
楽
で
は
な
い
け
れ
ど
、
日
々
何
か

し
ら
事
件
を
起
こ
し
、
笑
顔
を
く
れ
る
凌
空
と
一
緒
で
、

と
っ
て
も
幸
せ
で
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

温
か
い
愛
情
も
い
っ
ぱ
い
受
け
て
、
元
気
に
す
く
す
く
育

っ
て
く
だ
さ
い
。
皆
し
て
凌
空
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
る

か
ら
ね
』 

 

※学年・組は3月現在のものです。 

『「紙」の形をとるのが難しかったです。でも、何回も練
習すると、上手く書けたので良かったです』 

八
千
代
西
小
学
校
　
卒
業
制
作 

【タイトル】世界の名画がとびだした 

『３学期に入ってから計画・制作を進めてきた卒業
制作。テーマは「世界の名画を箱に閉じ込めよう」。表
現しようとするものに適した素材を用いて、丁寧
に仕上げました』 

藤 原 奈 菜 さん 
（中町南小学校１年花組） 

『「が」の形に気をつけて書きました。２年生もがんばっ
てきれいな字を書こうと思います』 

な な 

西 田 奈 々 さん 
（松井小学校６年花組） 

『立体感が出るようにと思って描きました。絵はあ
まり得意ではありませんが、一生懸命に書きました』 

な な 

【タイトル】 
私たちの町にホーム 
センターができた 

ぼくと私の作品展 
毎月、町内の小学生の作品（絵画・書道・工作など）を紹介します。 

ぼくと私の作品展 
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満
１
０
０
歳
祝
い 

（
３
月
28
日
） 

「
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド 

夢
大
使
」
に 

町
内
か
ら
２
人 

山
根
　
加
織 

さ
ん 

（
安
楽
田
） 

古
家
　
弘
樹 

さ
ん 

（
多
田
） 

中
山
　
コ
マ 

さ
ん 

（
茂
利
） 

ひ
ょ
う
ご 

花
と
緑
の
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　 

（
学
園
部
門
） 

県
議
会
議
長
賞 

あ
さ
か
保
育
園 

（
安
坂
） 

　
中
央
公
民
館
播
州
歌
舞
伎

ク
ラ
ブ
の
代
表
と
し
て
、
町

内
外
の
舞
台
で
活
躍
。
ま
た
、

中
町
北
小
学
校
播
州
歌
舞
伎

ク
ラ
ブ
の
指
導
に
も
あ
た
ら

れ
て
い
ま
す
。 

　
歌
舞
伎
以
外
に
も
「
中
町

手
話
サ
ー
ク
ル
」
に
在
籍
し
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
手
話
の
同

時
通
訳
な
ど
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

今
回「
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
夢
大
使
」

に
選
ば
れ
ま
し
た
。 

　
ハ
ー
モ
ニ
ー
パ
ー
ク
で
津
軽
・

由
香
里
・
冨
士
な
ど
の
リ
ン

ゴ
や
豊
水
・
幸
水
な
ど
の
梨

な
ど
多
く
の
実
の
な
る
果
樹

の
栽
培
管
理
に
あ
た
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
。
関
西
地
方

で
は
気
候
的
に
適
さ
な
い
と

い
わ
れ
る
正
光
錦
・
香
夏
錦

な
ど
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
栽
培
に

尽
力
。
毎
年
、
立
派
な
サ
ク

ラ
ン
ボ
を
収
穫
し
、
町
内
外

か
ら
多
く
の
皆
さ
ん
を
招
き
、

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
体
験
や

癒
し
の
提
供
に
大
き
く
寄
与

さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

今
回「
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
夢
大
使
」

に
選
ば
れ
ま
し
た
。 

美
し
い
桜
の
下
を
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち 

 

　
あ
さ
か
保
育
園
で
は
、
自

然
に
親
し
む
た
め
、
園
庭
の

あ
ち
こ
ち
に
季
節
の
花
や
木

を
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
活
動
が
認
め

ら
れ
、
今
回
、
県
議
会
議
長

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

※
今
年
度
か
ら「
安
坂
保
育
所
」

は「
鳳
凰
福
祉
会 

あ
さ
か
保

育
園
」
に
名
称
が
変
わ
り
ま

し
た
。 

記
念
撮
影
で„
Ｖ
サ
イ
ン
“を
見
せ

る
コ
マ
さ
ん 

　
満
１
０
０
歳
を
迎
え
た
中

山
コ
マ
さ
ん（
茂
利
）を
町
長

が
３
月
２８
日
に
表
敬
訪
問
。

手
す
き
の
杉
原
紙
で
作
ら
れ

た
賞
状
な
ど
を
贈
っ
て
長
寿

を
祝
福
し
ま
し
た
。 

　
コ
マ
さ
ん
は
明
治
３９
年
生

ま
れ
の
満
１
０
０
歳
。
病
気

も
ほ
と
ん
ど
し
な
い
そ
う
で
、

新
聞
も
メ
ガ
ネ
な
し
で
読
め

る
そ
う
で
す
。
近
く
の
中
央

公
民
館
で
開
催
さ
れ
て
い
る

木
目
込
人
形
や
手
編
み
講
座

を
９３
歳
か
ら
受
講
し
、
作
品

は
知
人
な
ど
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

コ
マ
さ
ん
の
あ
ま
り
の
元
気

さ
に
町
長
も
驚
か
さ
れ
て
い

ま
し
た
。 

　
最
後
に
は
、
「
多
可
町
を

高
齢
者
に
も
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
に
し
て
く
だ
さ
い
」と
町

長
に
お
願
い
を
出
さ
れ
て
い
ま

し
た
。 

　
コ
マ
さ
ん
、
い
つ
ま
で
も

お
元
気
で
!!
 

みんなに 

はな 
ま　る 

▲
 

▲
 

い
や 
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老齢厚生年金 

障害厚生年金 

遺族厚生年金 

老齢基礎年金 

○ 

× 

○ 

障害基礎年金 

◎ 

○ 

◎ 

遺族基礎年金 

× 

× 

○ 

厚生年金 
国民年金 

◎…今回の改正によって、併給可能になった 
○…改正以前から併給可能　　×…併給できない 

障害基礎年金 

老齢厚生年金 

老齢基礎年金 

または 

どちらかを選択 

【改正前】 

老齢厚生年金 

障害基礎年金 

遺族厚生年金 

障害基礎年金 

や 

選択が可能に 

【改正後】 

障
害
基
礎
年
金
と

の
併
給
に
つ
い
て
 

　
こ
れ
ま
で
の
制
度
で
は
、

原
則
と
し
て
支
給
事
由
の
異

な
る
年
金
の
併
給
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

障
害
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生

年
金
を
併
給
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

　
し
か
し
こ
の
４
月
、
障
害

者
の
経
済
基
盤
強
化
の
観
点

か
ら
見
直
し
が
図
ら
れ
、
障

害
を
持
ち
な
が
ら
働
い
て
、

厚
生
年
金
保
険
を
納
付
し
た

こ
と
が
年
金
給
付
に
反
映
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
４
月（
年
金
額
の
改
定
は
５

月
分
）か
ら
、
新
た
な
併
給
が

可
能
と
な
り
ま
す
。
対
象
は

６５
歳
以
上
の
人
で
す
。
「
年

金
受
給
選
択
申
出
書
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 

 改
正
以
前（
３
月
ま
で
） 

　
障
害
基
礎
年
金
ま
た
は
、

老
齢
厚
生
年
金
＋
老
齢
基
礎

年
金
を
選
択
し
て
い
ま
し
た
。
 

      改
正
後（
4
月
か
ら
） 

　
障
害
基
礎
年
金
＋
老
齢
厚

生
年
金
や
障
害
基
礎
年
金
＋

遺
族
厚
生
年
金
が
新
た
に
併

給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

【
俳
　
　
句
】 

東
京
へ
　
京
へ
と
走
り
　
大
試
験
　
　
　
　
　
　
西
田
　
民
子
 

手
を
振
っ
て
　
行
き
交
ふ
船
や
　
瀬
戸
の
春
　
　
橋
間
　
正
治
 

枯
れ
て
ゐ
る
　
枝
に
芽
吹
く
や
　
春
時
雨
　
　
　
見
坂
美
智
子

あ
り
っ
た
け
　
買
い
た
き
花
の
　
種
袋
　
　
　
　
畑
中
　
春
陽

六
年
の
　
思
い
手
漉
き
の
　
卒
業
証
　
　
　
　
　
今
中
　
不

【
川
 
 
柳
】 

大
和
路
に
　
山
菜
採
り
て
　
山
都
の
里
　
　
　
　
園
崎
　
　
武

共
に
苦
労
　
白
髪
の
夫
婦
　
九
十
路
坂
　
　
　
　
園
崎
　
　
武

老
い
ら
れ
ぬ
　
芽
生
え
る
夢
が
　
あ
る
限
り
　
　
寺
尾
　
麦
人

伸
び
ざ
か
り
　
何
か
変
え
る
と
　
い
う
期
待
　
　
　
寺
尾
　
麦
人

※随時、皆さんの作品を
お待ちしています。振る
ってご応募ください。 
　締切は前月の５日です。 

■応募先　企画情報課 

文芸たか 年
金
広
報 

ぼ
ん
え
る
ふ 

■
問
合
先
　
住
民
生
活
課
 

  　
　
　
　
　
　（
32
）２
３
８
３
 

す
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【問合先】 
ベルディーホール 
　（３２）１３００ 

し こ み 話  

　３月２５日、ベルディー演劇セミナー発表公
演が行われ、多くの皆さんに足を運んでいた
だきました。１２月に初顔合わせ、２月中旬か
らは毎晩のように練習。仕事や学校との両立
で全員集合とはなかなかいかず、代役を立て
ての練習もありました。そんな中でも、時に
は笑いながら、時には真剣に一生懸命練習に
取り組む姿が目に焼きついています。 
　個性的なメンバー、独創的な作品が織り成
す物語は難解で、役者自身も自分の役柄と物
語を把握するのに戸惑っていました。そんな
中での、発表公演。難しいからこそ、やりき
った後には、出演者全員の目から涙があふれ
ていました。 
　今年度は、国体をテーマに夏ごろから練習
を予定しています。皆さんも周りを感動させ
るだけでなく、自分も感動を味わってみてく
ださい。      （３月２５日演劇セミナー発表公演より） 

今後のイベント情報 

ベルディーホール自主公演事業 
チケット好評発売中 

『加山雄三with加瀬邦彦&ザ・ワイ
ルド・ワンズコンサート』 

６月10日（土） 
昼公演　午後３時３０分開演　（開場午後３時） 
夜公演　午後７時開演　（開場午後６時３０分） 
 　昨年芸能生活４５周年を迎え、ますます芸能
界の大御所として活躍の場を広げている加山
雄三。今回は日本のグループサウンズを代表
するバンド、加瀬邦彦＆ザ・ワイルド・ワン
ズとの共演というなんともぜい沢なコンサー
トです。どうぞ、お楽しみください 
 
 
 
 
 

 
 
 

■チケット料金【全席指定】 
　ＳＳ席６,５００円／Ｓ席６,０００円／Ａ席５,０００円 
　Ｂ席４,０００円 
※一括で１０枚以上購入された方は、総額の５％
　を割引きします。 
 
加藤登紀子日本酒の日コンサートプレイベント 

登紀子の田んぼで“山田錦"の田植え体験 
参加者募集　　　　　　　　（小雨決行） 

６月11日（日）　午前９時～正午 
　毎年恒例の田植え体験のシーズンがやって
きました。３世代で参加できる楽しいイベン
トです。常連さんも初体験の人も大歓迎です。 
秋に実る酒米"山田錦"は登紀子ブランド酒と
なり、その包装紙（杉原紙）には参加者全員の
名前を掲載します。  

■ところ　登紀子の田んぼ（ベルディーホール前） 
■申込先　ベルディーホール 

加
山
雄
三 

ザ
・
ワ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ズ 

▲ 

▲ 

ベルディーホール住民企画自主公演事業 

『長靴をはいたねこ』 
～劇団銀河鉄道のぬいぐるみミュージカル～
　 ７月29日（土） 
昼公演　午後３時開演（開場午後２時３０分） 
夜公演　午後６時開演（開場午後５時３０分） 

■料　金　１,５００円（全席自由） 

■一般前売開始　５月２７日（土）  

ベルディーホール自主公演事業～多可町合併記念～ 

創作オペレッタ 
『多可のあまんじゃこ』スタッフ募集 
 
　多可町の子どもたちが舞台に立つ創作オペ
レッタ「多可のあまんじゃこ」。合唱隊の発足
式には元気な子どもたちが集まりました。手
作りオペレッタを成功させるため、合唱練習
をはじめ、公演に向けてのお手伝いをしてく
ださるさまざまなスタッフを募集します。 

■募集内容 
・合唱練習ピアニスト（１２月の本番に向けて合唱
　隊が毎週１回の練習をします） 
・舞台美術係（大道具・小道具・衣装の製作など） 
・記録・広報係（練習の記録や通信の発行、公演PR） 
・応援隊（その他の協力・支援） 

■対　象　１５歳以上 

■期　間　１２月公演日（本番）まで 
■申込先　ベルディーホール 

ベルディーだより 

EVENT GUIDE
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【問合先】 
多可町図書館1（３２）５１７０ 
加美図書室　1（３５）００８５ 
八千代図書室1（３７）０５９６ 

だれも知らない小さな国 
－コロボックル物語－ 

佐藤さとる 著　講談社 

図書館大好きフォーラム 

　５月、フキがおいしい季節です。でも、ちょ
っと待って、摘む前にフキの葉の下をのぞいて
見ましょう。小さな人たちがいるかもしれませ
ん。アイヌ語で「フキの葉の下の人」という意
味のコロボックルと呼ばれる小人たちと、「ぼく」
との友情の物語。 

【
お
知
ら
せ
】 

●
お
は
な
し
会 

■
と
　
き 

　
５
月
１３
日（
土
）・
２７
日（
土
）

　
午
後
１
時
３０
分
〜 

■
と
こ
ろ 

　
お
は
な
し
の
部
屋 

       

●
読
み
聞
か
せ
入
門
講
座

　
生
募
集 

　„
読
み
聞
か
せ
“入
門
講
座

の
講
座
生
を
募
集
し
ま
す
。

絵
本
の„
読
み
聞
か
せ
“を
実

践
的
に
学
べ
ま
す
。 

　
日
ご
ろ
小
さ
な
お
子
さ
ん

に
絵
本
を
読
ん
で
い
る
人
も
、

そ
う
で
な
い
人
も
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。
講
座
は
、
全
５

回（
月
１
回
）あ
り
ま
す
。 

■
時
　
間
　
午
前
１０
時
〜
正
午 

■
と
　
き 

　
５
月
１９
日（
金
）・
６
月
２３

　
日（
金
）・
７
月
２８
日（
金
）・

　
８
月
２５
日（
金
）・
９
月
２２

　
日（
金
）  

※
６
月
以
降
は
予
定 

■
と
こ
ろ
　
多
可
町
図
書
館

■
講
　
師 

　
小
栗
栖
　
真
弓
さ
ん 

　（
神
戸
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

　
ゆ
り
の
木
、
姫
路
お
は
な
し

　
の
会
会
員
） 

■
テ
ー
マ 

　
絵
本
に
つ
い
て
、
絵
本
を

　
選
ぶ（
小
さ
な
子
の
た
め
に
）

　
な
ど 

■
締
　
切
　
５
月
１４
日（
日
） 

■
申
込
・
問
合
先 

　
多
可
町
図
書
館 

　３月29日、図書館２周年記念イベントが「図
書館だ～いすき」フォーラムと題して行われま
した。３月26日に１日館長を務めた中学生や
各区の利用者皆さんから出た意見を紹介します。 
 
●「トライやる・ウィーク」で来た時に、これ
　から読んでみたい本がたくさん見つかった。 

●いろいろな年代の人が利用しやすい図書館
　になれば。 

●図書館が読書のジャンルを広げてくれた。 

●本に興味がなかったけど、子どもが生まれ
　たことがきっかけで、図書館によく通うよ
　うになった。 

●本を読む楽しみとは、今すぐに結果が出る
　ことではないが、後に喜びに結びついてい
　くことではないだろうか。 

●図書館で本を読んだり、いろんな資料を調
　べたりしたい。 
 
　皆さんもどんどん多可町図書館を利用して
ください。 

今月おすすめの2冊  

クローズド・ノート 
雫井脩介／著　　角川書店 

　押し入れに残された一冊のノー
トを舞台に繰り広げられる大学生
の主人公と画家の男性とのラブス
トーリー。読み終えた時、自然と
涙がにじむ一冊。 

天使のナイフ 
薬丸　岳／著　　講談社 

　子どもたちを残し惨殺された妻。
逮捕された犯人は年若い少年たち
だった。ところが、その少年たち
が次々に殺されていく…。いった
い犯人は誰なのか？犯罪被害者と
少年法に一石を投じた話題作。 
江戸川乱歩賞受賞作品。 

図
書
館
大
好
き
フ
ォ
ー
ラ
ム 

▲ 

図書館通信 

BOOK GUIDE
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地
域
支
援
事
業
の
対
象
者
 

 

介
護
予
防
給
付
の
 

対
象
者
 

（
要
支
援
1
・
2
） 

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
な
ど
に
よ
る
評
価
 

利
用
申
し
込
み
・
契
約
 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が

対
象
者
の
現
在
の
状
況
を
把
握
。課
題

や
要
望
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
 

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場

合
は
、ま
ず
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
連
絡
、相
談
し
ま
す
。
職
員
が
重
要

事
項
に
つ
い
て
説
明
し
 

ま
す
の
で
、同
意
し
た
 

ら
契
約
を
結
び
ま
す
 

担
当
者
と
の
話
し
合
い
 

担
当
者
と
の
話
し
合
い
 

家
族
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

職
員
・
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
、今
ど
の

よ
う
な
こ
と
で
困
っ
て
い
る
か
、こ
れ

か
ら
ど
の
よ
う
な
生
活
を
希
望
す
る

か
な
ど
に
つ
い
て
話
し
 

合
い
ま
す
 

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
す
 

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
す
 

一
定
期
間
ご
と
に
効
果
を
 

評
価
、
プ
ラ
ン
を
見
直
す
 

一
定
期
間
ご
と
に
効
果
を
 

評
価
、
プ
ラ
ン
を
見
直
す
 

自
分
の
計
画（
介
護
予
防
ケ
ア
プ

ラ
ン
）に
そ
っ
て
、地
域
支
援
事
業

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
す
。 

ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
や

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
、今
ど
の
よ
う

な
こ
と
で
困
っ
て
い
る
か
、こ
れ
か
ら

ど
の
よ
う
な
生
活
を
希
望
す
る
か
な

ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
 

目
標
を
設
定
し
て
利
用
 

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
決
定
 

し
ま
す
 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
と
一

緒
に
具
体
的
な
介
護
予
防
の
目
標
と

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
計
画
を
た
て
ま
す（
介

護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
） 

作
成
し
た
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
に

基
づ
い
て
、介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
ま
す
。利
用
し
た
サ
ー

ビ
ス
費
用
の
1
割
を
利

用
料
と
し
て
負
担
し

ま
す
 

（
将
来
、要
介
護
・
要
支
援
に
 

　
　な
る
お
そ
れ
の
あ
る
人
） 

【
シ
リ
ー
ズ
】 

●
問
合
先
 

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
 

　（
ア
ス
パ
ル
内
） 

  　
　（
30
）２
５
２
５
 

介
護
保
険
 

Ｑ
＆
Ａ
 

地域包括 
支援センター
すべての高齢者の“駆け込み寺”に 

　
４
月
か
ら
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
が
ア
ス
パ
ル
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
何

を
す
る
と
こ
ろ
な
の
か
。
セ

ン
タ
ー
職
員
に
聞
き
ま
し
た
。

 ●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
は
何
を
す
る
機
関
で
す
か
？
 

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

医
療
・
健
康
・
福
祉
・
介
護

分
野
の
専
門
職
が
連
携
し
、

地
域
の
医
療
機
関
・
介
護（
介

護
予
防
）サ
ー
ビ
ス
事
業
者
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
と
協
力

し
な
が
ら
、
町
内
す
べ
て
の

高
齢
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

に
対
応
す
る
機
関
で
す
。
 

●
ど
う
い
っ
た
メ
ン
バ
ー
で

　
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？
 

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
は
保
健
師
・
（
※
１
）
主
任
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・
（
※
２
）
社
会

福
祉
士
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

（
※
１
）
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
 

　
要
介
護
認
定
の
訪
問
調
査

や
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
り
な
ど
を
行

う
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー（
介
護
支
援

専
門
員
）な
ど
を
支
援
す
る
。
 

（
※
２
）
社
会
福
祉
士
 

　
福
祉
に
関
す
る
相
談
を
受
け
、

助
言
・
指
導
を
行
う
。
 

●
目
的
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
 

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
主
な
目
標
は
二
つ
。
一
つ
は
、

「
高
齢
者
が
で
き
る
だ
け
介
護

が
必
要
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
」。
も
う
一
つ
は
、「
介

護
を
受
け
て
い
る
人
が
、
今

よ
り
も
状
態
が
悪
化
し
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
」で
す
。
 

●
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と

　
を
す
る
の
で
す
か
？
 

　
将
来
要
介
護
・
要
支
援
に

な
る
お
そ
れ
の
あ
る
人
に
は
、 

「
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
」
、
要

支
援（
１
・
２
）の
人
に
は「
地

域
支
援
事
業
」を
行
い
ま
す
。 

※「
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
」「
地

域
支
援
事
業
」は
下
記
参
照
。 

　
ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
は
、
す
べ
て
の
高
齢

者
に
と
っ
て
の
総
合
窓
口
で
す
。

い
わ
ば
高
齢
者
の
た
め
の
駆

け
込
み
寺
。
何
か
困
っ
た
こ

と
が
あ
っ
た
ら
、
お
越
し
く

だ
さ
い
。
ア
ス
パ
ル
が
遠
い

と
言
う
人
は
、
近
く
の
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ど
う
ぞ
。 

中在宅介護支援センター 
中在宅介護支援センター 
加美在宅介護支援センター 
八千代在宅介護支援センター 
 

（日赤老人保健施設内）　1（３２）４４０７ 
（しあわせ荘内）　1（３２）３３３０ 
（加美地域局内）　1（３５）００８０ 
（楽久園内）　1（３７）１１２６ 

在宅介護支援センターの 
問合先 

『
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
と
地
域
支
援
事
業
』利
用
の
流
れ
 

介
護
保
険
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
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メタボリックシンドローム 
～腹囲を測定してみましょう～ 

お
元
気
で
す
か 

保
健
師
で
す 

●
健
康
福
祉
課
　（
32
）５
１
５
１ 

　
子
ど
も
課
　
　（
32
）５
１
２
１ 

 

　
町
ぐ
る
み
健
診
の
日
が
近

づ
い
て
き
ま
し
た
。
今
年
度

の
町
ぐ
る
み
健
診
か
ら
新
た
に
、

「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」

判
定
が
加
わ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
 

　
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
「
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」と
は
、

（
左
記
）の
よ
う
に「
過
食
」「
運

動
不
足
」
と
い
っ
た
生
活
習

慣
に
よ
っ
て
内
臓
脂
肪
が
蓄

積
し
、
内
臓
型
肥
満
に
な
っ

た
人
が「
糖
尿
病
」「
高
脂
血
症
」 

「
高
血
圧
症
」
と
い
っ
た
生
活

習
慣
の
危
険
因
子
を
併
せ
持
っ

て
い
る
状
態
の
こ
と
を
言
い

ま
す
。
自
覚
症
状
が
な
い
た
め
、

放
置
す
る
と
動
脈
硬
化
が
進

行
し
、
心
臓
病
や
脳
卒
中
な

ど
の
循
環
器
疾
患
を
発
症
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
 

　
そ
こ
で
、
今
年
度
か
ら
町

ぐ
る
み
健
診
に
お
い
て
、
内

臓
脂
肪
の
蓄
積
状
態
の
判
断

基
準
と
な
る
「
腹
囲
測
定
」
と

一
般
健
診
の
血
液
検
査
、
血

圧
測
定
結
果
を
合
わ
せ
て「
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

予
備
軍
」
の
判
定
が
な
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
「
男
性
８５ 
㎝
以
上
」「
女
性

９０ 
㎝
以
上
」で
、
内
臓
脂
肪
が

た
ま
っ
た
状
態
で
す
。
 

　
『
総
合
健
診
受
診
票
』１
ペ
ー

ジ
の
最
下
段
に
「
腹
囲
」の
記

入
欄
が
あ
り
ま
す
の
で
、（
図
１
）

の
よ
う
に
正
確
に
測
定
、
記

入
し
て
当
日
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

 【
腹
囲
測
定
の
ポ
イ
ン
ト
】 

（
図
１
） 

①
体
の
も
っ
と
も
細
い
部
分

で
は
な
く
、
「
お
へ
そ
」
の
高

さ
に
巻
尺
を
あ
わ
せ
、
水
平

に
巻
か
れ
て
い
る
か
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
 

②
立
位
で
普
通
に
呼
吸
し
、

吐
き
き
っ
た
時
に
測
っ
て
く

だ
さ
い
。
 

③
脂
肪
蓄
積
が
明
か
で
、「
お

へ
そ
」
が
下
を
向
い
て
い
る

場
合
は
、
肋
骨
下
縁
と
前
上

腸
骨
棘（
骨
盤
の
上
端
）の
真

ん
中
の
高
さ
で
測
定
し
て
く

だ
さ
い
。
 

 ※
ズ
ボ
ン
や
ス
カ
ー
ト
の
ウ

エ
ス
ト
サ
イ
ズ
と
は
異
な
り

ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
息
を
吸

い
込
ん
で
測
定
し
た
り
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。
 

 

図1　腹囲の測定方法 

① ② 

③ 

 

食べすぎ・運動不足

心臓病　　脳卒中　　その他の動脈硬化性疾患

メタボリックシンドローム

内臓脂肪が多い（内臓脂肪型肥満） 

動脈硬化
（からだの各部への血液を運ぶ動脈が、かたく・もろくなったり、つまったりする） 

血圧が高め
（高血圧） 

血糖値が高め
（糖尿病） 

中性脂肪が高い
HDLコレステロールが低い
（脂質異常） 

は 

ろ
っ
こ
つ 

こ
っ
き
ょ
く 

＋ 



1（32）2380 

1（35）0080 

1（37）0250 

1（32）2385 

1（32）1250 

1（35）0085 

1（37）0596 

1（32）5151 

1（30）0855 

1（32）2815 

1（35）1001 

1（32）1300 

1（32）5170 

1（32）1389 

1（32）3425 

1（32）0119 

1（23）7744 

1（36）0212 

1（35）0029 

1（37）2010

nformation
くらしに役立つ 

問い合わせ先  

多 可 町 役 場  

加 美 地 域 局  
（保健センター） 

八千代地域局 
（保健センター） 

教 育 委 員 会  

中 央 公 民 館  

加 美 公 民 館  

八千代公民館 

ア ス パ ル  

建 設 課  

上 下 水 道 課  

かみテレビ局 

ベルディーホール 

図 書 館  

ふれあいセンター 

社会福祉協議会 

中 分 署  

消防テレフォンサービス 

杉 原谷診療所  

松 井庄診療所  

八 千代診療所  

３０ 

催
し 

開館時間　午前９時～午後５時 
休 館 日　毎週月・火曜日（但し第３日曜日の週は、第３日曜日と翌月曜日）、祝日 

内　　　　　容 と　き 

那珂ふれあい館５月のイベント 
問合先　那珂ふれあい館1（３２）０６８５  

多
可
お
や
こ
劇
場 

●
お
や
こ
ま
つ
り 

　
ゲ
ー
ム
、
お
菓
子
、
工
作
な

ど
い
ろ
ん
な
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

と
　
き
　
５
月
１４
日（
日
） 

　
受
付
　
午
前
９
時
３０
分
〜 

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
　
播
衆
天
晴 

と
こ
ろ
　
中
央
公
園
噴
水
広
場 

参
加
費
　
２
０
０
円 

 

第
11
回
低
高
合
同
例
会 

●
摩
訶
不
思
議
？ 

　
ス
ト
ロ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク 

　
　
　
　
　
　
＆
リ
コ
ー
ダ
ー 

 

み
ん
な
び
っ
く
り
、
ス
ト
ロ

ー
が
楽
器
に
。
さ
ら
に
そ
の
ス

ト
ロ
ー
が
音
楽
に
合
わ
せ
て
開

い
た
り
、
閉
じ
た
り
、
な
ん
と

く
る
く
る
回
っ
た
り
・・・
。
日
本

を
代
表
す
る
リ
コ
ー
ダ
ー
の
名
手
、

神
谷
徹
さ
ん
が
奏
で
る
音
色
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

と
　
き
　
５
月
１４
日（
日
） 

　
午
後
２
時
開
演 

と
こ
ろ
　
北
ア
リ
ー
ナ 

 

中
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ 

●
多
可
町
キ
ッ
ズ
ア
ー
ト

セ
ミ
ナ
ー
作
品
展 

　
３
月
１９
日
に
行
わ
れ
た
セ
ミ

ナ
ー
で
の
作
品
と
写
真
を
展
示

し
て
い
ま
す
。 

展
示
期
間
　
５
月
２５
日（
木
）〜

２８
日（
日
） 

と
こ
ろ
　
ベ
ル
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル

ロ
ビ
ー 

※
２８
日（
日
）午
後
１
時
３０
分
か

ら
は
、
来
住
先
生
に
よ
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
者
は
は
さ
み
と
の
り
を
持

っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

く
ら
し
の 

情
報
館 

ぞうりホルダーづくり 

２回連続紙すき体験～紙すきの道具を作ろう～  

２回連続紙すき体験～紙をすこう～    

勾玉づくり～古代の不思議なアクセサリー～  
 

くみひもぞうりづくり～伝統技術を学ぼう～  

カンタン炭焼き～植物や果物を炭にして飾ろう～ 

13（土） 

14（日） 

20（土） 

20（土） 

27（土） 

27（土） 

28（日） 

午前9時30分～ 

午前9時30分～ 

午前9時30分～ 

午後1時30分～ 

午後1時30分～ 

午前9時30分～ 

午前9時30分～ 

ゴールデンウィークも 
イベントがたくさん 
ゴールデンウィークも 
イベントがたくさん 
ゴールデンウィークも 
イベントがたくさん 
ゴールデンウィークも 
イベントがたくさん 
ゴールデンウィークも 
イベントがたくさん 

１日１日（月）（月） 
午前９時午前９時3030分～分～ 

・大きな勾玉づくり大きな勾玉づくり 
午後午後１時１時3030分～分～ 

・ペンたてづくりペンたてづくり 
・果物などの・果物などの炭焼き炭焼き 

２日２日（火）（火） 
午前９時午前９時3030分～分～ 
午後１時午後１時3030分～分～ 

・勾玉づくり勾玉づくり 

３日３日（水）（水） 
午前９時午前９時3030分～分～ 

・本格和紙づくり本格和紙づくり  
午前午前1010時～時～ 

・くるくるレインボーくるくるレインボー
で遊ぼう　で遊ぼう　  

午後１時後１時3030分～分～ 

・七宝焼き教室七宝焼き教室 
・おじゃみを作って遊ぼおじゃみを作って遊ぼう！ 

４日４日（木）（木） 
午前９時午前９時3030分～分～ 

・勾玉づくり勾玉づくり 
午後午後１時１時3030分～分～ 

・ちぎり絵教室ちぎり絵教室 
・親子で発掘体験親子で発掘体験 

５日５日（金）（金） 
午前９時午前９時3030分～分～ 

・ハーブの花束づくりハーブの花束づくり 
午前午前1010時集合時集合 

・東山古墳群めぐり東山古墳群めぐり  
午前午前1010時～時～ 

・ふれあい広場で遊ぼう！ 

６日６日（土）（土） 
午前午前10時～時～ 

・冒険広場冒険広場（雨天中止）（雨天中止） 
午前午前11時～時～ 

・紙芝居紙芝居『あまんじゃこ』『あまんじゃこ』
午後１時～午後１時～ 

・将棋教室将棋教室 
午後午後１時１時3030分～分～ 

・手づくりおもちゃで手づくりおもちゃで
遊ぼう！遊ぼう！ 
・ダーツで遊ぼう！ダーツで遊ぼう！  

７日７日（日）（日） 
午前９時～午前９時～ 

・バードウオッチングバードウオッチング 
（雨天中止） 

午後午後１時１時3030分～分～ 

・勾玉づくり勾玉づくり  
・くみひもぞうりづくりくみひもぞうりづくり 

１日（月） 
午前９時30分～ 

・大きな勾玉づくり 
午後１時30分～ 

・ペンたてづくり 
・果物などの炭焼き 

２日（火） 
午前９時30分～ 
午後１時30分～ 

・勾玉づくり 

３日（水） 
午前９時30分～ 

・本格和紙づくり  
午前10時～ 

・くるくるレインボー
で遊ぼう　  

午後１時30分～ 

・七宝焼き教室 
・おじゃみを作って遊ぼう！ 

４日（木） 
午前９時30分～ 

・勾玉づくり 
午後１時30分～ 

・ちぎり絵教室 
・親子で発掘体験 

５日（金） 
午前９時30分～ 

・ハーブの花束づくり 
午前10時集合 

・東山古墳群めぐり  
午前10時～ 

・ふれあい広場で遊ぼう！ 

６日（土） 
午前10時～ 

・冒険広場（雨天中止） 
午前11時～ 

・紙芝居『あまんじゃこ』
午後１時～ 

・将棋教室 
午後１時30分～ 

・手づくりおもちゃで
遊ぼう！ 
・ダーツで遊ぼう！  

７日（日） 
午前９時～ 

・バードウオッチング 
（雨天中止） 

午後１時30分～ 

・勾玉づくり  
・くみひもぞうりづくり 

 



３１ 

※４月10日現在で確認できた行事などを掲載しています。 

５５月月
暮らしのカレンダー 暮らしのカレンダー 暮らしのカレンダー 

５月３日（祝・水） 

５日（祝・金） 

 

 

６日（土） 

 

12日（金） 

 

13日（土） 

 

 

 

 

15日（月） 

19日（金） 

 

20日（土） 

 

 

 

21日（日） 

 

 

 

 

25日（木） 

27日（土） 

 

 

28日（日） 

第16回下三原れんげまつり AM10：00～ 下三原地内 

第12回城山まつり AM9：00～ 八千代区中野間三室公民館 

『体と心に響く鼓動』千ヶ峰太鼓と八千代太鼓（雨天中止）PM1：00～ 

『乱舞YOSAKO！』（少雨決行）PM2：00～ 那珂ふれあい館 

子ども囲碁教室 AM9:00～ 加美公民館 

みんなであそぼう！－子どもの居場所づくり合同プログラム AM9：30～ 那珂ふれあい館 

多可町文化連盟総会 PM7：30～ ベルディーホール 

加美区地域協議会 PM7：30～ 加美地域局 

八千代子ども教室 AM9：00～ 八千代区内 

ワクワクドキドキ教室 AM9：30～ 中央公民館 

おもしろ理科教室「草花ハカセはだれだ？」AM10：00～ みなみ児童館周辺 

多可町公民館講座開講式 AM10：00～ 中央公民館 

おはなし会 PM1：30～ 図書館 

子育てプログラム「草花あそび」AM10：00～ みなみ児童館周辺 

多可町生涯大学開講式 AM10：00～ ベルディーホール 

孫育てひろば「プロフィールづくり」AM10：00～ みなみ児童館 

八千代子ども教室 AM9：00～ 八千代区内 

子ども囲碁教室 AM9：00～ 加美公民館 

子育てファーストクラス AM10：00～ みなみ児童館 

野外活動リーダー研修会 PM1：00集合　加美区大平キャンプ場 

野外活動リーダー研修会　加美区大平キャンプ場 

各区消防操法大会（加美区）　AM7：30～ 森林組合貯木場 

　　　　〃　　　（中　区）　AM8：00～ 多可町防災センター 

　　　　〃　　　（八千代区）AM8：30～ 八千代グラウンド 

わんぱく教室 AM9：30～ 加美公民館 

人権啓発協議会総会 PM7：30～ ベルディーホール 

八千代子ども教室 AM9：00～八千代区内 

おもしろ理科教室「空気砲でボーリング」 AM10：00～ みなみ児童館 

おはなし会 PM1：30～ 図書館 

多可町誕生記念式典AM9：30～ベルディーホール 

行政相談 
問合先　企画情報課　1（32）2381

６月１日（木）　午前10時～正午 

問合先　健康福祉課　1（32）5151

人権相談 

アスパル　　　藤井　良夫　岸本小夜子　高橋　雅子 
加美地域局　　足立　幸壽　元井　平三 
八千代公民館　多方　俊郎　森脇　正昭 

６月１日（木）　午前10時～午後３時 

行政相談委員が相談に応じます 人権擁護委員が相談に応じます 

※６月１日は「人権擁護委員の日」です。特設人権相談所を開設します。 

役場相談室　　笹倉　聰朗 
加美地域局　　藤村　富子 
八千代公民館　藤田　英一 

約
８
０
０
匹
の
鯉
の
ぼ
り（
俵
田
） 

▲ 



３２ 

健
康 

　育児不安を軽減し、のびのび安心して育児を
楽しみ、子どもの豊かな心の成長を育むための
講演会を開催します。皆さんの参加をお待ちし
ています。 

●
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医

療
受
給
者
証
継
続
交
付

申
請
手
続
き
開
始 

　
８
月
１
日
以
降
も
小
児
慢
性

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
の
継

続
交
付
の
希
望
者
は
、
６
月
３０

日（
金
）ま
で
に
申
請
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

詳
し
く
は
　
西
脇
保
健
事
務
所

　
　
　
　
　
1（
２２
）２
６
６
６ 

●
救
命
講
習
会 

①
普
通
救
命
講
習
会 

と
　
き
　
５
月
１０
日（
水
） 

　
６
月
７
日（
水
）　
７
月
１２
日（
水
）

　
８
月
９
日（
水
）　
10
月
11
日（
水
）

　
１２
月
１３
日（
水
）　
２
月
７
日（
水
）

②
上
級
救
命
講
習
会 

と
　
き
　
９
月
９
日（
土
） 

③
応
急
手
当
普
及
員
講
習
会 

　
８
月
２３
日（
水
）か
ら
２５
日（
金
）

に
実
施
し
ま
す
。 

と
こ
ろ
　
に
し
た
か
消
防
本
部 

問
合
先
　
中
分
署 

　
　
　
　
1（
３２
）０
１
１
９ 

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
お
知
ら
せ 

●
リ
ス
ナ
ー
募
集 

　
私
た
ち
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

広
報
・
社
協
だ
よ
り
な
ど
を
テ

ー
プ
に
録
音
し
て
届
け
る
声
の

広
報
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１
人
で
も
多
く
の
人
に
聞
い
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

テ
ー
プ
を
お
聞
き
に
な
り
た
い

人
は
多
可
町
社
会
福
祉
協
議
会

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。 

問
合
先
　
社
会
福
祉
協
議
会 

　
1（
３２
）３
４
２
５（
中
支
部
） 

　
1（
３０
）８
１
５
１（
加
美
支
部
） 

　
1（
３７
）０
３
６
０（
八
千
代
支
部
） 

H18．５月13日（土） 

７月８日（土） 

９月９日（土） 

11月11日（土） 

H19．１月13日（土） 

３月10日（土） 

問合先　子ども課1（32）5121

講　師　中町赤十字病院小児科部長　山口　仁先生 
時　間　午後３時～５時 
場　所　アスパル２階研修室（託児あり） 

現代に生きる子どもたち 
－子どもにとっての修行とは－ 

子どもの不定愁訴 

落ち着きのない子どもたち 

社会に出られない子どもたち 
自閉症スペクトラム 

仏と子育て 

子どもの心がみえますか？ 

ハートフルセミナー  

　早期に自らの体の変化に気づき、病気を予防す
るための第一歩として町ぐるみ健診を受けましょう。
   町ぐるみ健診の追加申し込み希望者は事前にご連
絡ください。    

【追加申し込み・問合せ】　健康福祉課1３２-５１５１ 
加美地域局1３５-００８０　八千代地域局1３７-０２５０ 

・・・健診名（対象年齢）健診料金・・・ 

基本健康診査（２０歳以上）１,３００円　胸部検診（２０歳以上）無料 
喀痰検査（４０歳以上）７００円　大腸検診（４０歳以上）５００円 
胃検診（４０歳以上）１,０００円　肝炎ウイルス検診（４０歳以上）７００円 
前立腺がん検診（５０歳以上）５００円　骨粗鬆症検診（２０歳以上）５００円 
歯科健診（２０歳以上）無料　アスベスト検診（必要者）無料 
生活機能評価・アルブミン検査（６５歳以上）無料 

八
千
代
区 

加  

美
区 

中
　
区 

会　　場 

八 千 代 西 小 学 校  

八 千 代 北 小 学 校  

八千代保健センター 

〃 

〃 

加 美 交 流 会 館  

〃 

かみ総合福祉センター 

〃 

 加 美 交 流 会 館  

 

 

中 区 ア ス パ ル  

実施月日 

５月12日（金 ） 

５月15日（ 月 ） 

５月18日 （木 ） 

５月19日（ 金 ） 

５月20日 （土 ） 

５月23日（ 火 ） 

５月24日 （水 ） 

５月26日 （金 ） 

５月29日 （月 ） 

６月11日 （日） 

６月６日 （火 ） 

６月７日（ 水 ） 

６月８日 （木 ） 

６月９日 （金 ） 

７月２日 （日）   

<

町
ぐ
る
み
健
診
日
程
表>  

町ぐるみ健診のお知らせ    ●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ

ス
離
陸
応
援
事
業
補
助

希
望
者
募
集
中 

　
地
域
に
役
立
つ
事
業
に
取
り

組
み
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
収
入

を
得
な
が
ら
事
業
を
継
続
す
る

こ
と
に
よ
り
、
生
き
が
い
の
あ

る
新
し
い
働
く
場
を
つ
く
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ビ
ジ
ネ
ス
の
立
ち
上
げ
に
支
援

し
ま
す
。 

補
助
額 

　
１
事
業
１
０
０
万
円
以
内 

補
助
期
間
　
１
年 

応
募
資
格
　
県
内
を
活
動
領
域

と
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ

ネ
ス
で
の
起
業
を
予
定
し
て

い
る
グ
ル
ー
プ
な
ど 

期
　
間
　
５
月
１５
日（
月
）（
必
着
） 

問
合
先
　
県
民
局
商
工
労
政
課 

　
1（
４２
）９
４
１
５ 

月　日 テーマ 

かくたん 

募
集 



３３ 

行　事　名　 　 ・　　月　　日　　・　　時　　間　　・　　　対　　象 

・
　 

　 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

行　事　名　　 ・　　月　　日　　・　　時　　間　　　・　   と こ ろ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（カッコ内は対象地区） 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

　 

・ 

　 

・ 

・ 

・ 

・ 
・ 

・ 

・ 

・ 

午前９：３０～１１：３０ 

〃 

午後１：３０～ 

午前９：４５～１０：００受付 

午前９：４０～ 

午後１：３０～ 

午前９：４５～１０：００受付 

午前９：３０～ 

午後７：００～ 

午後３：００～ 

平成１８年１月生まれ 

平成１７年１１月１５日～１２月３１日生まれ 

平成１７年７月生まれ 

平成１６年１０月～１１月生まれ 

平成１６年２月１日～３月２９日生まれ 

参加自由 

平成１８年７月～８月出産予定の人 

参加自由 

 ※場所は全てアスパル（健康福祉センター）です。 

◎ 母 子 保 健 事 業  

５月  8日（月） 

５月22日（月） 

５月24日（水） 

５月18日（木） 

５月30日（火） 

５月17日（水） 

５月26日（金） 

５月11日（木） 

５月12日（金） 

５月13日（土） 

母子健康手帳交付 
妊 婦 健 康 相 談  

４ か 月 児 健 診  

離 乳 食 教 室  

９か月児育児教室 

１歳６か月児健診 

２歳児育児教室  

乳幼児育児相談  

こうのとりセミナー②

ハートフルセミナー 

◎ 健 康 づ く り 事 業  

健康福祉課1（32）5151、加美地域局1（35）0080、八千代地域局1（37）0250

一 般 健 康 相 談  
（保健師・栄養士） 
 
 
 

 
健 康 教 室  
（あすなろ教室） 

 
 

こ こ ろ の 相 談
  

リ ハ ビ リ 教 室  

ポリオ予防接種  

 

心 の ケ ア 相 談  

西脇健康福祉事務所1（22）2666

5月11日（木） 

6月  1日（木） 

5月18日（木） 

5月11日（木） 

5月16日（火） 

5月18日（木） 

5月26日（金） 

5月17日（水） 

5月31日（水） 

5月31日（水） 

5月22日（月） 

5月  9日（火） 

5月16日（火）

　 

5月25日（木） 

午前９：３０～１１：３０ 

午前９：３０～１１：３０ 

午前９：３０～１１：３０ 

午前９：３０～１１：３０ 

午後１：３０～ 

〃 

〃 

午後１：００～ 

午前１０：００～ 

午後１：３０～ 

午後１：３０～ 

午後１：３０～３：００ 

午後１：３０～３：００ 

 

午後１：００～３：００ 

ア ス パ ル（中区） 

〃 

加美地域局（加美区） 

八千代保健センター（八千代区） 

ア ス パ ル  

加美保健センター 

八千代保健センター

ア ス パ ル  

加美保健センター 

八千代保健センター

ア ス パ ル  

ア ス パ ル  

ア ス パ ル  

 

西脇健康福祉事務所 

※栄養相談は要予約 

※要予約 

※要予約 

●問合先　子ども課1（32）5121

●問合先　健康福祉課1（32）5151

◎ く ら し の 相 談  

心配ごと相談（民生委員が相談に応じます） 
問合先　社会福祉協議会 1（32）3425

午前９時～正午 
アスパル 

中　区 

午前９時～正午 
加美地域局 

加美区 

5月30日（火） 

荻野　唯夫 
小西　京子 
岸本東洋明 
宮崎　博行 

吉川　公平 
藤原　正顕 

午後１時30分～３時30分 
ささゆりふれあいセンター 

八千代区 

5月17日（水） 渡邊美智子 
多方　稔 

5月11日（木） 

 
5月25日（木） 

（対象者：平成１７年８月１日～平成１８年１月３１日生まれ） 

（対象者：平成１７年２月１日～平成１７年７月３１日生まれ） 

合同相談 
問合先　健康福祉課　1（32）5151 
　　　　企画情報課　1（32）2381

ところ　ふれあいセンター 

人権擁護委員　　藤井　良夫 
　　岸本小夜子・高橋　雅子 
行政相談委員　　笹倉　聰朗 
民生委員　　　　清水谷善明 
身体障害者相談員　西田　武義 

ところ　加美地域局 

人権擁護委員　　足立　幸壽 
　　　　　　　　元井　平三 
行政相談委員　　藤村　富子 
民生委員　　　　吉本　啓子 
身体障害者相談員　萬浪　正義 

ところ　八千代公民館 

人権擁護委員　　多方　俊郎 
　　　　　　　　森脇　正昭 
行政相談委員　　藤田　英一 
民生委員　　　　吉川　文男 
身体障害者相談員　植山　八郎 

５月10日（水）午前10時～午後３時 

問合先　健康福祉課 
　　　　1（32）5151

身体障害者相談 

ささゆりふれあいセンター 
藤本　孝・植山八郎 

6月5日（月） 
午後１時30分～３時30分 

心身障害者相談 

アスパル 
小谷隆亮・西田武義・�崎敏郎 

６月１日（木） 
午後１時～４時 

問合先　健康福祉課 
　　　　1（32）5151



３４ 

お
め
で
た 

お
く
や
み 

３
月
1
日
〜
31
日
届
出（
敬
称
略
）
 

住
　
所
 

【
中
区
】 

鍛
冶
屋
 

曽
我
井
 

岸

上

 

中
村
町
 

中
村
町
 

鍛
冶
屋

森

本

 

天

田

 

世
帯
主
 

 克

成

 

修
 

勉
 

加
納
律
子
 

本

人

 

義

則

 

由
喜
男
 

和

子

 

　
本
　
人
 

 藤
原
　
忠
 

朝
妻
み
す
ゑ

藤
田
ト
キ
ヱ

森
本
　
澄
 

田
中
　
士
郎
 

小
林
　
福
巳
 

藤
井
　
春
夫
 

田
中
　
明
憲
 

３
月
1
日
〜
31
日
届
出（
敬
称
略
）
 

住
　
所
 

【
中
区
】 

安
楽
田

安
楽
田

安
楽
田

曽
我
井
 

森

本

 

鍛
冶
屋
 

中
村
町

茂

利

 

保
護
者
 

　
 

直

行

 

強
 

康

二

 

嘉

信

秀

朗

 

繁

治

麻

美

 

利

明

 

 

　
本
　
人
 

 吉
川
歩
優
夢
 

植
山
凛
音
 

吉
仲
謙
心
 

藤
本
理
央
 

内
橋
沙
里
 

小
林
柊
生
 

山
下
由
紀
恵

上
郡
遥
奈
 

 

あ

ゆ

む
 

み
ん
な
の

善
意 

（
３
月
１
日
〜
31
日
）
 

り

お

ん
 

り

お
 

け
ん
し
ん
 

と

う

い
 

ゆ

き

え
 

は

る

な
 

さ

り

 

【
中
　
区
】 

開
拓
松
葉
園
 

人
類
愛
善
会
 

カ
ッ
ト
イ
ン
あ
き
の
素
敵
な
お
客
さ
ま
 

加
納
大
器
さ
ん
（
中
村
町
）
 

生
命
貯
蓄
体
操
西
脇
支
部
笹
倉
さ
ん

中
町
北
小
学
校
 

匿
　
名
 

宮
崎
幸
雄
さ
ん
（
西
安
田
）
 

大
西
登
世
子
さ
ん
 

多
可
郡
少
年
剣
道
育
成
協
議
会
 

【
加
美
区
】 

多
可
町
婦
人
会
加
美
支
部
 

遠
藤
　
榮
さ
ん
（
熊
野
部
）
 

加
美
町
花
と
緑
の
協
会
 

宮
崎
信
彦
さ
ん
（
豊
部
）
 

山
口
信
行
さ
ん
（
清
水
）
 

山
口
泰
廣
さ
ん
（
門
村
）
 

吉
井
三
博
さ
ん
（
山
野
部
）
 

池
田
幸
作
さ
ん
（
市
原
）
 

【
八
千
代
区
】 

伊
藤
由
一
さ
ん
（
中
野
間
）
 

匿
　
名
（
下
野
間
）
 

門
脇
輝
明
さ
ん
（
中
野
間
）
 

川
上
政
夫
さ
ん
（
下
三
原
）
 

宮
崎
純
平
さ
ん
（
下
野
間
）
 

林
　
伸
夫
さ
ん
 

　
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
寄
付
は

多
可
町
の
社
会
福
祉
事
業
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

●
改
正
税
法(
源
泉
所
得
税

関
係
）説
明
会 

　
源
泉
徴
収
義
務
者
を
対
象
と

し
た
平
成
１８
年
度
源
泉
所
得
税

関
係
の
改
正
事
項
な
ど
に
つ
い
て
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。 

と
　
き
　
５
月
２６
日(

金
） 

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分 

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館 

対
　
象
　
町
内
の
源
泉
徴
収
義

　
務
者 

問
合
先
　
西
脇
税
務
署 

　
　
　
　
1（
２２
）３
１
７
１ 

 

お
忘
れ
な
く
！ 

●
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税

の
納
付
は
5
月
31
日（
水
）

ま
で
に 

◆
自
動
車
税
の
納
税
は
お
近
く

の
銀
行
・
農
協
な
ど
の
金
融
機
関
、

郵
便
局
ま
た
は
県
税
事
務
所
で

お
願
い
し
ま
す
。 

問
合
先
　
兵
庫
県
・
県
民
局
県
税

事
務
所
　
1（
４２
）９
３
３
１ 

◆
軽
自
動
車
税
の
納
付
は
、
会

計
課
ま
た
は
地
域
局
に
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
軽
自
動
車
税

も
口
座
振
替
が
利
用
で
き
ま
す

の
で
、
振
替
納
税
の
希
望
者
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

問
合
先
　
税
務
課 

　
　
　
　
1（
３２
）２
３
８
６ 

皆
さ
ん
の
善
意
に 

●
献
血
に
ご
協
力
を
！ 

と
　
き
　
６
月
２
日（
金
） 

時
間
・
と
こ
ろ 

午
前
１０
時
〜
１１
時
１５
分 

　
（株）
エ
ー
エ
ル
ピ
ー（
安
楽
田
） 

午
後
１
時
〜
４
時 

　
多
可
町
役
場 

問
合
先
　
健
康
福
祉
課 

　
　
　
　
1（
３２
）５
１
５
１
　 

●
違
法
駐
車
の
取
締
り
制

度
が
６
月
１
日
か
ら
変

わ
り
ま
す 

１
放
置
違
反
金
制
度
の
導
入 

◆
確
認
標
章（
ス
テ
ッ
カ
ー
）が
取

り
付
け
ら
れ
た
車
両
の
運
転
者

に
責
任
追
及
が
で
き
な
い
場
合
、

放
置
車
両
の
使
用
者
が
放
置
違

反
金（
反
則
金
と
同
額
）の
納
付

を
命
ぜ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

２
車
検
拒
否
制
度
の
導
入 

◆
放
置
違
反
金
を
滞
納
し
て
公
安

委
員
会
に
よ
る
督
促
を
受
け
た

者
は
、滞
納
状
態
が
解
消
さ
れ

な
い
限
り
、車
検
手
続
き
を
完

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

３
短
時
間
の
放
置
駐
車
の
取
締

り
強
化 

◆
放
置
駐
車
違
反
で
あ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
車
両
は
、
駐
車
時

間
の
長
短
に
か
か
わ
ら
ず
、
ス

テ
ッ
カ
ー
の
取
り
付
け
対
象
と

な
り
ま
す
。 

４
確
認
事
務
の
民
間
委
託 

◆
警
察
官
以
外
に
民
間
の
「
駐
車

監
視
員
」
が
巡
回
し
、
放
置
駐

車
違
反
の
車
両
を
確
認
し
た
場

合
も
ス
テ
ッ
カ
ー
を
取
り
付
け

ま
す
。 

女性の人権ホットライン 
　1０５７０－０７０－８１０ 

子どもの人権１１０番 
　1０５７０－０７０－１１０ 

問合先 
神戸地方法務局社支局総務係 
1０７９４（４２）０２０１ 

※全国で共通化されました 

税 

お
知
ら
せ 



３５ 

【表紙】5月号 

私たちの多可町 

・人　口 
　男　性 
　女　性 
・世帯数 

（平成18年４月１日現在） 

25,072人 
12,177人 
12,895人 
7,361世帯 

み
さ
き
 

ひ
ろ
と
 

み
ず
ほ
 

み

ず

き
 

み

お
 

岸

上

 

中
安
田

間

子

 

【
加
美
区
】 

轟
 

山
野
部
 

寺

内

 

的

場

 

門

村

 

轟
 

清

水

 

轟
 

鳥

羽

 

市

原

 

箸

荷

 

【
八
千
代
区

】 

下
野
間
 

俵

田

 

中
野
間
 

中
野
間
 

下
三
原
 

下
野
間
 

大

和

 

保

藏

 

本

人

 

茂
 

　
 

和

人

 

三

博

 

猛
 

本

人

 

泰

廣

 

要
 

信

行

 

本

人

 

勝

美

 

幸

作

 

正

典

 

　
 

伸

夫

 

本

人

 

輝

明

 

哲

夫

 

政

夫

 

純

平

 

修
 

石
塚
　
初
子
 

藤
原
　
治
吉
 

藤
井
　
英
子

　
 

吉
川
　
博
康
 

吉
井
　
幸
男
 

吉
川
ひ
さ
の
 

玉
　
岩
太
郎
 

山
口
　
貞
子
 

丸
山
き
み
ゑ

山
口
　
ち
ゑ
 

丸
山
　
正
英
 

足
立
ふ
じ
の
 

池
田
や
す
ゑ
 

藤
本
　
山
治
 

　
 

林

　

勇

 

小
林
　
市
治

門
脇
　
　
實
 

宮
�
　
三
郎

川
上
き
よ
子
 

宮
�
　
利
一
 

嶋
田
あ
さ
ゑ
 

【
加
美
区
】 

山
野
部
 

丹

治

 

多

田

 

多

田

 

多

田

 

山
野
部
 

【
八
千
代
区
】 

中
野
間
 

下
野
間

大

和
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３月13日 

町営住宅奥中団地Ⅱ期建替工事実施設計業務 

町営住宅奥中団地Ⅱ期建替・敷地整備工事管理業務 

町営住宅奥中団地Ⅰ期敷地整備工事 

町営住宅奥中団地Ⅰ期建替工事 

３月28日 

町道丘山渡瀬橋線道路改良工事（第３工区） 

町道県民余暇村公園線道路改良工事 

 

１,７６４,０００ 

８８２,０００ 

１７,６４０,０００ 

４８,２４７,５００ 

 

５,５６５,０００ 

１８,１６５,０００ 

 

株式会社  ケイ設計  

株式会社ケイ設計  

株式会社総合グリーン 

株式会社   西山建設  

 

笹 倉 建 設  

（株） 古  来  造  園  土  木  

●
サ
ル
に
注
意
！ 

　
昨
年
９
月
以
降
、
中
区
・
加

美
区
内
で
サ
ル
に
よ
る
被
害
が

出
て
い
ま
す
。 

　
も
し
、
出
会
っ
た
時
は
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

①
サ
ル
に
エ
サ
を
与
え
な
い
・

見
せ
な
い 

②
サ
ル
に
近
づ
か
な
い（
目
を
あ

わ
さ
な
い
） 

　
サ
ル
に
引
っ
か
か
れ
た
場
合
、

す
ぐ
に
傷
口
を
洗
い
流
し
、
病

院
で
消
毒
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

精
神
的
に
苦
痛
が
残
っ
て
い
る

場
合
、
学
校
の
先
生
や
保
健
師

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

問
合
先
　
産
業
振
興
課 

　
　
　
　
1（
３２
）２
３
８
８ 

★アトラクション 

 東中ブラスバンド、イトウダンサーズ 
　のぎく軍団、樽太鼓、クラリネット演奏 
 つるぎ太鼓、春っこレビュー 
★体験アトラクション 

 パネルシアター「しゅぱつしんこう」 
 紙ひこうきを飛ばそう 
★あそび横丁 

 マラカスを作ろう　駄菓子屋さん 
 昔のあそびコーナー 
★青空市・フリーマーケット 

 北はりまの特産品、手作り品など 

と　き　5月20日(土)・21(日)雨天決行 

時　間　午前10時～午後３時 

ところ　田園空間博物館総合案内所 

家族みんなで　ふぁみり～カーニバル

問合先　ＮＰＯ法人北はりま田園空間博物館 
　　　　1（25）2370

工　　事　　名 金額（税込） 

 

請負業者 

　４月１４日、杉原谷幼稚園
の園児たちが桜公園（丹治）に
遠足しました。桜は満開でし
たが、くもり空で少し肌寒い
天気。しかし、そんな天気の
下でも、園児たちは元気いっ
ぱい。お母さんが作った色と
りどりのかわいらしいお弁当
を口いっぱいにほおばってい
ました。きれいな桜の下で食
べるお弁当は、よりおいしい
んでしょうね。 

▲桜の下でおべんとう 

▲美しい桜並木（観音寺） 

たる 

注
意 

入
札 

結
果 
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1

編
集
・
発
行
　
多
可
町
役
場 

　
０
７
９
５（
３２
）２
３
８
０
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
９
５（
３２
）２
３
４
９ 

〒
６
７
９-

１
１
９
２ 

兵
庫
県
多
可
郡
多
可
町
中
区
中
村
町
１
２
３
番
地 多可町ホームページ　　http://www.takacho.jp/ 

かみＴＶネット配信(http//www.takacho.jp/kamitv/)　５月のユーザー名：kamitv　パスワード：1805

5 
 

【
シ
リ
ー
ズ
第
７
回
】 

わ
が
町
を
ゆ
く 

　
今
回
、
紹
介
す
る
の
は
、
な
か
・
や
ち
よ
の
森
公
園

（
糀
屋
・
俵
田
）。
こ
の
日
は
多
く
の
人
が
散
策
路
を
楽

し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
行
楽
シ
ー
ズ

ン
、
皆
さ
ん
も
自
然
の
大
切
さ
、
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

行 

■
休
園
日 

　
月
曜
日（
月
曜
日
が
祝
日
の

　
場
合
は
翌
日
以
降
の
最
初
の

　
平
日
）、
年
末
年
始 

■
入
園
・
駐
車
料
金
　
無
料 

■
問
合
先 

　
な
か
・
や
ち
よ
の
森
公
園 

　
1（
３０
）０
０
５
０ 

大 

編

集

後

記 

　
今
年
も
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
今
年

は
９
連
休
な
ん
て
い
う
、
う
ら

や
ま
し
い
会
社
も
多
い
よ
う
で
す
。

皆
さ
ん
は
こ
の
連
休
は
何
を
さ

れ
る
予
定
で
す
か
？
　
私
は
「
今

年
は
旅
行
に
っ
」
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
ど
う
や
ら
今
年
も

夢
に
終
わ
り
そ
う
で
す
。
イ
ベ

ン
ト
の
取
材
が
た
く
さ
ん
あ
る

た
め
、
ほ
と
ん
ど
休
み
は
…
。 

 

町
が
大
き
く
な
っ
た
分
、
イ
ベ

ン
ト
の
数
が
増
え
た
こ
と
を
身

を
持
っ
て
感
じ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
町
の
魅
力
も
増
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
を
皆
さ
ん
に
お
伝

え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

　
新
生
活
が
始
ま
り
１
か
月
、

皆
さ
ん
も
よ
う
や
く
新
し
い
環

境
に
慣
れ
て
こ
ら
れ
た
こ
ろ
で

し
ょ
う
か
。 

　
さ
て
、
今
年
は
長
い
間
桜
を

楽
し
め
た
せ
い
か
、
町
内
の
至

る
所
で
お
花
見
を
楽
し
ま
れ
て

い
る
皆
さ
ん
の
笑
顔
を
目
に
し

ま
し
た
。
桜
は
、
い
ろ
ん
な
顔

を
持
っ
て
い
ま
す
ね
。
満
開
を

楽
し
み
、
花
吹
雪
を
楽
し
み
、

葉
桜
を
楽
し
む
。
今
は
鮮
や
か

な
若
葉
が
太
陽
の
光
を
浴
び
て

ま
ぶ
し
く
輝
い
て
い
ま
す
。 

　
新
緑
の
季
節
、
到
来
で
す
ね
。 

　
湖
畔
の
広
場（
糀
屋
）、
渓

流
の
広
場（
俵
田
）か
ら
な
る「
な

か
・
や
ち
よ
の
森
公
園
」
。
人

と
自
然
が
共
生
す
る
豊
か
な

森
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

　
公
園
内
に
は
、
田
畑
・
ビ

オ
ト
ー
プ
池
・
炭
焼
き
窯
・

散
策
路
な
ど
が
あ
り
、
山
の

頂
上
に
あ
る
展
望
台
か
ら
は

翠
明
湖
が
一
望
で
き
ま
す
。

施
設
だ
け
で
な
く
、
公
園
内

に
は
豊
か
な
自
然
が
あ
り
、

こ
の
時
期
に
は
、
ツ
ツ
ジ
・

ミ
ツ
バ
ア
ケ
ビ
・
ベ
ニ
ド
ウ

ダ
ン
な
ど
の
草
木
が
観
察
で

き
ま
す
。
ま
た
、
も
う
す
ぐ
、

ヒ
キ
ガ
エ
ル
や
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル

も
見
ら
れ
ま
す
。
 

　
公
園
で
は
、
毎
週
の
よ
う

に
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用

意
し
て
い
ま
す
。
５
月
に
は
、

「
メ
ダ
カ
釣
り
大
会
」
や
「
棒
焼

き
パ
ン
づ
く
り
」な
ど
が
あ
り

ま
す
。（
※
詳
し
く
は
広
報
た
か

と
同
時
配
布
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
）プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
都
市

部
の
人
や
子
ど
も
、
高
齢
者

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
参

加
す
る
た
め
、
幅
広
い
交
流

も
楽
し
め
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

　
公
園
で
は
、
遊
ぶ
だ
け
で

な
く
、
里
山
の
整
備
も
行
っ

て
い
ま
す
。
人
工
林
だ
っ
た

と
こ
ろ
に
コ
ナ
ラ
の
木
を
植
え
、

多
種
多
様
な
木
々
が
混
在
す

る
森
づ
く
り
を
目
指
し
、
２

カ
月
に
１
回
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

組
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
、

間
伐
さ
れ
る
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ

は
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
づ
く
り
や

プ
ラ
ン
タ
ー
づ
く
り
な
ど
に

利
用
し
て
い
ま
す
。
小
学
生

向
け
に
は
、
「
森
の
み
ど
り
レ

ン
ジ
ャ
ー
」を
開
催
。
 

　
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
、
森

林
の
大
切
さ
、
楽
し
さ
を
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
 

上
／
来
訪
者
を
迎
え
る„
か
か
し
“
右
／

多
く
の
命
が
育
ま
れ
る
ビ
オ
ト
ー
プ
池
　

左
／
間
伐
材
で
「
森
の
妖
精
」
を
製
作
さ

れ
て
い
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
ほ
っ
と
」
の

参
加
者 

上／間伐材で作られたツリーハウ

ス　下／渓流で遊ぶ子どもたち（渓

流の広場） 

7
が
ま 


